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１ 本書は、京都市中京区西ノ京中保町２番・３番・４番で࣮ࢪした、平安京右京一条二坊十五

 町跡・御土居跡の発掘調査成Ռ報告書である。（京都市番号　22)371）

２ 調査は、店舗建設にう発掘調査である。

者より株式会社文化財サービス（以下、ʮ文化財サービスʯという）にۀ地調査は、事ݱ ３

 ҕୗされ、望月麻佑、ੁా　܆（文化財サービス）が୲した。

４ 調査期間はྩ̑年６月 12 日〜７月 13 日である。

̑ 調査面積は 142.4 ㎡である。

６ 本文・図中で用した地図は京都市発行の都市ܭըج本図（ॖई１ɿ2500）ʮ花Ԃʯʮҥּ山ʯ

 をߟࢀにし、࡞成した。

７ 本文・図中の方Ґ・࠲ඪはੈքଌ地ܥによる。ඪߴは̩ . ̥ .（東京平ۉւ面ߴ度）である。

８ 土名およͼ出土遺物の৭調は、ྛ水産ল水産ٕज़会ٞ事ہमh ৽版ඪ४土৭ にɦ४じた。

̕ 本書のࣥචは望月が行い、編集は望月、中西佳奈江（文化財サービス）が行った。

Өは写ࡱӨは望月が行い、出土遺物のࡱ地での記録写真ݱ 10 ೇ՚ಊ（内ా真ࢯࢠل）にґཔした。

11 調査にるࢿྉは京都市文化市ຽہ文化ܳज़都市ਪਐࣨ文化財保ޢ՝が保している。

12 発掘調査およͼཧۀ࡞のࢀՃ者は、下記の通りである。

  ʤ発掘調査ʥ ా中৻一、খྛ一ߒ、上ాஐ、٢Ԭ平（以上、文化財サービス）、ۀ࡞һ（株式

   会社京Χϯリ）、ॏ機掘削（株式会社一建設）、ࢿ機ࡐリース（株式会社 4PJE）

  ʤཧۀ࡞ʥ ᔅਗ਼ষ、٢ֆཬ、ਗ਼ਢܚଠ、中　༏࡞、下直ࢠ、地·すΈ、下市ࣿ߳、

   ླ村　、西ඌࢠ、内໌、溝चथ（以上、文化財サービス）

13 ࣗવՊֶ分ੳについては、株式会社ݹੜଶڀݚ所にґཔした。

14 出土遺物の年代観は、下記の文ݙにґった。

  平ඌʮ土師器ߟ࠶ʯh བلڀݚ　࢙ཁ　第12号ʱެӹ財ஂ法ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所　2019年

  日本中ੈ土器ڀݚ会ʰ৽版　֓આ　中ੈの土器・陶磁器ʱ真ཅ社　2022 年

  戸市࢙編ࢊҕһ会ʰ戸市࢙　陶磁࢙ร࢛ʱ第一法ن出版印刷株式会社　1993 年

15 図 20 で用しているʰ京都ྠۂ御土居ֆ図ʱは京都大ֶ૯߹ത物ؗより、図 23 で用し

 ているʰվਖ਼京町៸ᅷݟࡉ大成ʱは立ਖ਼大ֶ図書ؗより、σーλのఏڙをडけた。図 18・

 19 で用しているʰመ地ଌྔတ都市全ᅷʱٴͼʰ京都ۙ図ʱはʰܚ長ত京都地図集成ɿ

長ܚ）1611  16）年〜 1940（ত 15）年 （ɦദ書　1994 年）より、図 22・24 で用している

 ʰӬ後ᤈ࣏前བ中ֆ図ʱは京都大ֶෟ属図書ؗ所ଂのものをసࡌ・一෦Ճ工した。図 25 で

。会図書ؗσδλϧコϨΫシϣϯよりҾ用したࠃ立ࠃʱはى用しているʰ石山寺ԑ 

。いたし·すँײをいたͩいた。記してྗڠ御、ࣔڭにおいて、下記の方から御ۀ࡞地調査、ཧݱ 16

（শུܟ） 

 ླ木ٱஉ（京都産ۀ大ֶ）、௰本༟（ݹੜଶڀݚ所）、౻ᖒయ（大ࡕ大୩大ֶ）、

 三ࢠڿࢬ（東京大ֶ）、三ඒึ（ݩ奈ྑ市埋ଂ文化財ηϯλー）、西Ԧ寺
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第ᶗষ　調査の経緯

１　調査にࢸる経緯（図１）
　本調査は店舗建設工事にって࣮ࢪされた発掘調査である。調査地は京都市中京区西ノ京中保町

２番・３番・４番に所在し、平安京右京一条二坊十五町跡・御土居跡に֘する。店舗建設工事に

ઌ立ち、京都市文化市ຽہ文化ܳज़都市ਪਐࣨ文化財保ޢ՝（以下、ʮ文化財保ޢ՝ʯという）に

よるࢼ掘調査が行Θれた。その݁Ռ、遺構の存在が֬ೝされたことから、事ۀ者にରし発掘調査の

。することになったࢪ者から文化財サービスがҕୗをडけて࣮ۀಋが行Θれた。調査は、事ࢦ

２　調査の経ա（図２）
　発掘調査は、2023年６月12日からݱ地ۀ࡞にணखした。調査区は、文化財保ޢ՝のࢦಋにより、

東西18.0̼、南北8.8̼、面積142.4㎡に設定した。ݱ代土をॏ機掘削で除去し遺構面の検出ۀ࡞を

ਓྗで行った後、御土居の土塁構築土のଯ積状況を調るために、文化財保ޢ՝が掘削した調査区

中ԝ෦の東西ࢼ掘τϨϯνにՃ͑、調査区の東ଆと西ଆに設けた南北断割τϨϯνを৽たに掘削し、

断面観を行った。その݁Ռ、土塁構築土は調査区内ではۇかにしかೝめられͣ、ج൫上面にお

いて南北朝期から御土居構築以前の泉と池、井戸などを検出した。検出した遺構は掘削後、写真ࡱ

Өଌྔۀ࡞などの記録ۀ࡞を行った。写真ࡱӨの機ࡐは、35ᶱϑϧサΠズの一؟ϨϑσδλϧΧ

ϝϥ、35ᶱനࠇϑΟϧϜを用し、図面࡞成にはखଌりによる࣮ଌ、τーλϧスςーシϣϯによ

る図化、写真ଌྔをซ用した。調査後は埋めしۀ࡞を行い、７月13日に全ての工ఔをऴྃした。

՝が設立ޢಋをडけた。·た、文化財保ࢦͼٴ՝の検査ޢ地調査においては、దٓ、文化財保ݱ　

した本調査の検ূ৹査һであるླ木ٱஉࢯのݱ地ࢹ・検ূをडけ、調査にରするॿݴをडけた。

図１　調査地位置図（１：2,500）
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１．調査区設定（北東から） ２．調査区内重機掘削作業・遺構検出作業（北東から）

図２　調査経過写真

３．調査区内東側・西側南北断割作業（南東から） ４．池003底面検出作業（北東から）

５．泉002掘削作業（南東から） ６．井戸017石組検出作業（南から）

７．調査区内埋め戻し作業（北東から） ８．調査完了後（北西から）
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３　ଌྔج४の設置と地区割り（図３）
　ଌྔج४は、734ଌྔにより調査地敷地内に̠．１、̠．２を設置した。ج४ଌྔの成Ռは

以下の通りである。

　̠．１　　̭ʹ�108543.656̼　　̮ʹ�24638.304̼　　̝ʹ46.939̼

　̠．２　　̭ʹ�108541.149̼　　̮ʹ�24623.603̼　　̝ʹ47.299̼

　検出遺構およͼ出土遺物のཧのため、調査区にରして３̼άリοドを設定した。̮࣠にΞϧ

ϑΝϕοτを西から東に、̭࣠にΞϥビΞ字を北から南にॱに付し、྆者の組Έ߹Θͤで地区

名とした。

４　ཧۀ࡞・報告書࡞成
は写真、図面のཧと出土遺物ۀ࡞成を行った。ཧ࡞およͼ報告書ۀ࡞地調査ऴྃ後、ཧݱ　

のཧをฒ行して࣮ࢪした。遺物のཧはચ浄、߹、࣮ଌ、τϨース、෮ݩ、写真ࡱӨを行った。

報告書のࣥචは調査を୲した望月、編集ۀ࡞は中西が୲し、そのଞཧۀ࡞は社社һが分୲

して行った。
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図３　調査区割・基準点配置図（１：100）
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第**ষ　Ґ置と境

１　Ґ置と境（図４）
　調査地はࠤ井通とົ৺寺ಓのަࠩ北東ଆにҐ

置する。平安京の条坊では、右京一条二坊十五町

の南西۱に֘し、࢛行ീ੍では東࢛行北七・

ീとなる。·た、๛ਉल٢によって築造された

御土居の土塁෦分にも֘している。

　地の地ཧత境は、京都ຍ地北෦の北から南

にかけて؇かにࣼする地状地ܗ上に立地し

ている。地ද面のඪߴは調査区の北東ଆで47.57̼、

南西ଆで47.0̼をଌる。この地ܗは、ߋ৽ੈのஈ

֊にࢴなどのখՏが京都北෦の୮ܥ܈

山地を৵৯しܗ成したઔ状地が、Ґஈٰとして

発ୡしたものである。

　中ੈに成立したʰࣺև抄ʱ西京図によると、右

京一条二坊十五町は空ന地ଳである。南ྡの一条二坊十一・十三・十࢛町はʮঀ߂行ʯと記ࡌ

されているが、平安京内の西東に設置されたࣷࠈの一つである右ࠈ（西ࠈ）が十二町には存在して

おり、そのਓがཧしていたྖࢲであった。右ࠈは建ٱ五（1194）年に左右ࠈनを関東にૹった

ことにってഇࠈになったと͑られている。二条二坊十町ٴͼ・十町にはʮ大ক܉所ຽ෦

লʯと記されている。もとはຽ෦লのਥ町であったが、平安時代後期になるとॾ࢘ਥ町はਰୀし

大ক܉社ྖとなるが、ʮຽ෦লʯのݺশがった。地より北西ଆにҐ置する北ล三坊五・・七・

ീ町はʮ左大ਉ༥ྖʯʮӉଟ院ʯと記ࡌされている。平安時代前期には左大ਉݯ༥の所ྖであった

が、のちにӉଟ上ߖの後院であるʮӉଟ院ʯにؚ·れた。その南ଆにҐ置する一条三坊・十町で

は、平安時代ॳ期の৸఼造の原ܕとされる大نな掘立柱建物跡跡が֬ೝされている。このこ

とから、地一ଳは平安時代前・中期においてوལの地としてོڵしていたが、平安時代

後期以߱は大نな地ར用はされなくなり、ެՈਆ社・寺院などの所ྖとなっていたことがӐ

͑る。

　·た、西京の地はԆت三（903）年に大࠻でくなったੁ原ಓ真をるために建された北

ఱຬٶのྖ地であったこともられている。西京一ଳは北ఱຬٶにไし、࡞߿りをੜۀとして

いた商工ۀ者であるʮ西京ਆਓʯの居ॅҬとして成立していた。西京ਆਓは߂安七（1284）年の

ʰצ記 にɦて北ࡇに関する記事で࢙ྉ上ॳめてొし、北ఱຬٶと݁ͼつくことでञ߿と

よれる੫を໔除される代Θりに、ۀ߿のརӹの一෦をೲめ、ਆڙ調ୡを行っていた。西京ਆਓの

居ॅ区はʮ保ʯという୯Ґで組Έ分けられ、東西は七本松通から木௰通पล·で、南北は三条通か

ら一条通·でをൣғとする西京ਆਓの居ॅҬにରし、二条通より北ଆがʮ七保（上下保）ʯ、南ଆが
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ʮ二三条保ʯとして大分された。七保はそれͧれの保に北ఱຬٶの御ڙ所（七保社）が設けられ、

地の町名であるʮ中保町ʯの༝དྷも七保社のうち真中の࢛番の保であったことに因む。地の

東ଆにはපؾ平༊の御རӹがある名水として৴ڼを集めていた࢛೭保社跡Җಙ水が所在する。ࣨ町

時代、རࢯの北৴ڼはಞく、རٛ࣋は西京ਆਓのਆᮨଵをࢭするために、ԠӬ二十

（1419）年、造ञ࢘のञ߿の໔除ٴͼ京都における߿の製造・ൢചのಠݖを西京ਆਓに付༩し

た。これにより、西京以֎で࡞߿りをしていたञ・土倉、特にൺӥ山Ԇྐྵ寺の山下のञ・

土倉とのର立がਂ·ると、西京ਆਓのۀ߿ಠݖをఀࢭさͤるようນにڧૌし、西京ਆਓはそれ

をೝめさͤないよう北ఱຬٶにดした。྆者のର立がܹ化し、文安（1444）ݩ年にԆྐྵ寺山

のڧૌがນにೝめられ、西京ਆਓのۀ߿ಠݖのഇࢭがܾ定すると、西京ਆਓはそれに発し、

北ఱຬٶに࠶ͼ立てもった。ྖി山ࠃ࣋がѹฌを向けるとྗিಥが発ੜし、北ఱຬٶ

社఼ٴͼ西京一ଳはমけ原になった（文安の૽߿ಈ）。これにより、西京ਆਓはۀ߿のಠݖが

なくなり、この地のۀ߿は以後ਰୀしてΏく。

　安土・桃山時代になると、ఱ下౷一をՌたした๛ਉल٢は京都の町に大نな都市վ造を行っ

た。御土居もその一である。ఱਖ਼十（1591）年、֎ఢのདྷऻにඋ͑る塁と、יの൙ཞから

市֗をकるఅの割を୲うものとして土塁を築造し、その֎ଆをでғい、京の町を構化した。

御土居の西境はୋ࢘খ࿏以北·でࢴにԊって築造されているが、ୋ࢘খ࿏からय़日খ࿏の間は

ಓ大࿏·でತ状にுり出しており、य़日খ࿏以南は西ງখ࿏にԊって南下する。このಥ出෦分

はʮ御土居のକʯとݺれている。໌࣏三十五（1902）年に࡞成されたʰመ地ଌྔတ都市全ᅷʱに

おいて、地पลの御土居の土塁は存がೝめられるものの、大ਖ਼（1915）࢛年のʰ京都ۙ図ʱ

では土塁は֬ೝされͣ、৽たにࠤ井通が敷設されている。

ݙ文ߟࢀ

 大௩　ོʰܚ長ত京都地図集成ɿ1611（ܚ長16）年〜1940（ত15）年 ദɦ書　1994年

本調査（土地ཤྺ調査）આ໌書　京都ج土報՝ʰ土地分ྨࠃہࡦ土ࠃ土ަ通লࠃ  　ɦ2014年

 下中ʮ京都市の地名ʯh 日本ྺ࢙地名ମܥ第二七ר 平ɦຌ社　1979年

 三ࢠڿࢬʰ日本中ੈのຽऺੈքʕ西京ਆਓのઍ年 ɦؠ書店　2022年

 山ాʮ第三ষ　左京と右京ʯh 平安京ఏཁ 財ɦஂ法ਓݹ代ֶڠ会・ݹ代ֶڀݚ所　1994年

２　既ԟの調査（図̑・ද１）
されている。北ࢪճの調査地である一条二坊十五町内においては、これ·でに調査が２࣮݅ࠓ　

中ֶࣷߍߍ建ସ工事にう発掘調査では、平安時代前期のϐοτ・遺物แؚ、鎌倉時代からࣨ町

時代の溝・土坑・ྻࡤ・柱穴、桃山時代の溝ٴͼ御土居の南ݞが検出されている（20）。調査地

から40̼東ଆで࣮ࢪされた立会調査では、平安時代前期の井戸と平安時代中・後期の状遺構

の北ݞが֬ೝされている（21）。

　調査地は平安京以前の遺跡には属していないが、地より南ଆにはੜ時代からݹ時代の遺跡であ

る西ノ京遺跡、東ଆにはݹ時代から奈ྑ時代の集མ遺跡であるਸ਼遺跡、北ଆにはඈ鳥時代に建立さ
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れた北ഇ寺ٴͼੜ時代からࣨ町時代のෳ߹遺跡である北遺跡が分する。·た、平安京以前に属

する遺跡のൣғ֎となるが、調査地पลの地においてもएׯの遺構がೝめられ、ੜ・ݹ時代の

流࿏溝がଟ検出されている（１・４・14・22・27・28）。北ล三坊町の発掘調査ではඈ鳥時代から

奈ྑ時代の୦穴建物・掘立柱建物・溝・土坑がݟつかっており、北ഇ寺との関࿈ੑが想ىされる（８）。

一条三坊・十町の発掘調査ではݹ時代から奈ྑ時代の掘立柱建物と溝が֬ೝされている（39）。

　平安時代前・中期になると、調査地पลではଟの遺構がೝめられるようになる。北ล二坊七町

の立会調査では寺খ࿏にう࿏面南北ଆ溝、井戸などが検出されており（２・３）、北ล二坊
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ീ町の発掘調査ではਖ਼町খ࿏南ଆ溝建物跡などがݟつかっている（１）。Ӊଟ院が所在してい

たとされる北ล三坊町の発掘調査ではখنな建物跡のଞ、全ࠃతにも出土がكなӽभ༼ܥ੨

磁ଣ௷を埋ೲした土坑が֬ೝされている（８）。一条二坊十一・十二町のࢼ掘・立会調査では、長

年大ሟ・ঝণሟ・ོ平Ӭሟが出土した区ը溝（14）൶などの։ดのҝにගۚとซͤて用いら

れるගᆵと想定されるۚ属製品が出土した区ը溝が建物跡とڞに検出されている（15）。一条二坊

十三町の発掘調査では൳付建物跡井戸、Ԃ池遺構が֬ೝされており（17）、ॾ࢘ਥ町として発ୡ

していた༷ࢠがӐ͑る。一条二坊十町の発掘調査では土御大࿏南ଆ溝ٴͼ南築地にうྻࡤ

が検出されたଞ、平安時代ॳ಄の二࠼ଟޱළが出土している（22）。一条三坊二町の発掘調査では

ୋ࢘খ࿏南ଆ溝と建物跡にՃ͑、町内通࿏（খܘ）٭ڮ跡が検出されており、খܘ東ଆ溝からは

書土器が出土している（23）。一条三坊三町の発掘調査では൳付の大نな掘立柱建物がݟつか

り（24）、一条三坊五町の発掘調査では建物跡・ྻࡤのଞ、Ԇت通ሟమ製܃ઌが埋ೲされたࡇ

土坑が検出されており（27）、+3山ӄ本ઢ෦分の発掘調査では、中御大࿏北築地内溝が֬ೝされ

ている（48−６"）。一条三坊・十町の発掘調査では৸఼造の原ܕとされる大نな掘立柱建物

跡ୋ࢘খ࿏にう跡・南北ଆ溝が֬ೝされている（39）。二条二坊十町の発掘調査では寺

খ࿏西ଆ溝がݟつかっており（48−８#）、二条三坊ീ町の花Ԃ大ֶΩϟϯύス内で行Θれた発掘

調査では、建物跡井戸、ྻࡤなどが検出されている（47）。

　平安時代後期以߱、右京Ҭはਰୀし࡞ߞ地化がਐんͩとされる。調査地पลにおいても地関࿈

の遺構はܹٸにೝめられなくなるが、一条二坊七町の発掘調査ではখنな建物跡ྻࡤが検出

されている（11）。鎌倉時代になると࡞ߞ関࿈の遺構がଟೝめられるようになるが（１・４・８・

17・25・26・28・29・41・42・48−5〜7）、ࣨ町時代以߱、地関࿈の遺構遺物のྔが࠶ͼ૿

Ճする。北ล二坊ീ町の発掘調査ではਖ਼町খ࿏南ଆ溝付ۙに東西柱ྻが֬ೝされている（１）。

北ล三坊町の発掘調査では掘立柱建物܈石組井戸が検出されており（７・８）、井戸はఈ෦に

ఱをଗ͑て景石が２石据͑られ、ࣨ町時代において京都市内࠷大ڃのنをތる（８）。一条二

坊十三町の発掘調査では東西ྻࡤ溝状遺構がೝめられ、埋土中よりࣨ町時代後半の土器・陶磁

器がଟྔに出土した（17）。一条三坊二町の発掘調査においては断面がٯܗをఄする東西方向の

ງが検出されており、ʮ構͑ʯのੑ֨を༗していたものとਪଌされる（23）。Ԡਔ（1467）ݩ年に建

造されたと͑られる西京ਆਓ・߹Ոॅのղମ工事にう発掘調査においては、Ԡਔ・文໌の

ཚに関Θるງ跡が埋められた後にچ߹Ոॅと想定される掘立柱建物跡が検出されている（13）。

　御土居にରする調査としては、一条二坊十三・十࢛・十五町、一条三坊࢛町、二条三坊一町の調

査において関࿈する遺構がೝめられている。調査地より北東ଆの北中ֶߍߍ地内の調査では御

土居の南ݞが֬ೝされており、ߍ地内にはݱ在も土塁の一෦が存している（20）。地より

̼̕南ଆで行Θれた一条二坊十࢛町の立会調査では土塁جఈ෦（21）が検出されている。一条二坊

十三町の発掘調査では土塁جఈ෦ٴͼの東ݞが検出されており（17）、ྡする一条三坊࢛町の

発掘調査では石による؛ޢがࢪされたの東ݞが֬ೝされている（25）。二条二坊十町での発掘

調査では土塁内溝がݟつかっている（48−８"）。
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表１　既往調査一覧表

調査Ґ置 調査法 調査成Ռ֓ཁ ݙ文ࡌܝ

1 北ล二坊七・ീ町、
ਖ਼町খ࿏ 発掘

ඈ鳥時代の流࿏、平安時代前・中期のਖ਼町খ࿏
南ଆ溝・掘立柱建物・土坑・溝、ࣨ町時代の流࿏・
柱 ・ྻ溝・土坑、ۙੈ以߱の流࿏・土坑・溝を検出。

ʰ平安京右京北ล二坊ീ町跡ʱ京都
市埋ଂ文化財ڀݚ所発掘調査報告
2012�18　埋文2013　ݚ 年

2 北ล二坊七町、
寺খ࿏ 立会 平安時代前期の寺খ࿏の࿏面・南北ଆ溝、井戸・

土坑を検出。

ʮᶘ �5 右京北ล二坊七町ʯh 京都市
内遺跡立会調査֓報平成６年度ʱ
京都市文化観ޫ1995　ہ 年

3 北ล二坊七町 立会 平安時代中期の井戸を検出。

ʮ４ 平安京右京北ล二坊七町
	08)3122
ʯh 京都市内遺跡立会調
査報告平成 20 年度 京ɦ都市文化市
ຽ2009　ہ 年

4 北ล三坊二町 発掘
ੜ時代の溝、平安時代の井戸・མࠐΈ・溝・࣪
地状遺構・遺物แؚ、中ੈのྻࡤ・溝・མࠐΈ
を検出。

ʮ30 平安京右京北ล三坊二町ʯh ত
 54 年度京都市埋ଂ文化財調査֓
ཁ 埋ɦ文2012　ݚ 年

5 北ล三坊三町 立会 平安時代前期の土坑・遺物แؚを検出。
ʰ京都市内遺跡ࢼ掘、立会調査֓報
ত 56 年度 京ɦ都市文化観ޫہ　
1982 年

6 北ล三坊࢛町 立会 平安時代後期の地、ࣨ町時代の土坑を検出。h 京都市内遺跡立会調査֓報平成８
年度 京ɦ都市文化市ຽ1997　ہ 年

7 北ล三坊町 発掘 平安時代後期のࢭܙརখ࿏東ଆ溝、ࣨ町時代の掘
立柱建物を検出。

ʮ21 右京北ล三坊 	2
ʯh ত 56 年
度京都市埋ଂ文化財調査֓ཁ 	 発
掘調査編 
 埋ɦ文1983　ݚ 年

8 北ล三坊町 発掘

ඈ鳥時代〜奈ྑ時代の୦穴建物・掘立柱建物・溝・
土坑、平安時代の掘立柱建物・ଣᆵ埋ೲ遺構・土
坑・柱穴、鎌倉時代〜ࣨ町時代前期の࡞ߞ溝、ࣨ
町時代後期の掘立柱建物・ญ・柱ྻ・井戸・土坑
を検出。

ʰ平安京右京北ล三坊町跡ʱ京都
市埋ଂ文化財ڀݚ所発掘調査報告
2013�14　埋文2014　ݚ 年

9 北ล三坊町 立会 ࣨ町時代の土坑を検出。 ʰ京都市内遺跡立会調査֓報平成４
年度 京ɦ都市文化観ޫ1993　ہ 年

10 北ล三坊町 分ࡉৄ ࣨ町時代のഅ代খ࿏にう西ଆ築地内溝を検出。
ʰ京都市内遺跡ৄࡉ分調査報告
平成 25 年度 京ɦ都市文化市ຽہ　
2014 年

11 一条二坊七町 発掘 平安時代後期の掘立柱建物・ྻࡤ・溝・土坑・ϐο
τ、江戸時代の土坑を検出。

ʰ平安京右京一条二坊七町跡 京ɦ都
市埋ଂ文化財ڀݚ所発掘調査報告
2006�31　埋文2007　ݚ 年

12 ۙӴ大࿏ 立会 平安時代〜鎌倉時代のۙӴ大࿏࿏面地を検出。

ʮ４ 平安京右京一条二坊 ۙӴ大࿏
	97)3162
ʯh 京都市内遺跡立会調
査֓報平成̕年度 京ɦ都市文化市
ຽ1998　ہ 年

13 一条二坊十一町 発掘

ࣨ町時代のງ・چ井Ոॅにう掘立柱建物
跡、安土・桃山時代から໌࣏時代のچ井Ոॅ
にうૅ石建物跡、江戸時代期のࣨ߿土นഇغ
土坑・Ր・埋Գ・๔ҥᆵ・τΠϨ遺構を検出。

ʮ平安京右京一条二坊十一町跡発掘
調査ऴྃ報告書ʯ　ݹ代文化調査会
2020 年
˞京都市文化財保ޢ՝ఏڙ

14 一条二坊十一町 掘ࢼ ࣨ、時代後期の溝、平安時代中期の溝・土坑ݹ
町時代の土坑・柱穴を検出。

ʮ右京一条二坊ࢼ掘調査 	 ᶺ 559
ʯ
ʰ京都市内遺跡ࢼ掘・立会調査報告
ত 55 年度 京ɦ都市文化観ޫہ　
1980 年

15 一条二坊十二町 立会 平安時代前期の溝・掘立柱建物を検出。

ʮ３ 平安京右京一条二坊十二町
	96)3285
ʯh 京都市内遺跡立会調
査֓報平成８年度 京ɦ都市文化市
ຽ1997　ہ 年

16 一条二坊十二町 立会 平安時代中期の土坑・遺物แؚ、時期ෆ໌の土
坑を検出。

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報
ত 57 年度 京ɦ都市文化観ޫہ　
1983 年

17 一条二坊十三町、
御土居跡 発掘

平安時代以前の࣪地状ଯ積、平安時代の土坑・井
戸・柱穴・池・མࠐ、ࣨ町時代の溝・柱穴・མࠐ・
ࡤ・土、桃山時代〜江戸時代の溝・柱穴࡞ߞ ・ྻ
御土居の土塁جఈ෦を検出。

ʮ６ 平安京右京一条二坊ʯh 平成 11
年度京都市埋ଂ文化財調査֓ཁʱ
埋文2002　ݚ 年

18 ಓ大࿏、御土居跡 立会 ಓ大࿏東؛෦を検出。
ʰ京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報
ত 57 年度 京ɦ都市文化観ޫہ　
1982 年
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19 一条二坊十࢛町、
御土居跡 掘ࢼ 御土居の土塁جఈ෦を検出。

ʮᶚ �1 平安京右京一条二坊十࢛町
跡ɼ御土居跡ʯh 京都市内遺跡ࢼ掘
調査報告平成 30 年度 京ɦ都市文化
市ຽ2019　ہ 年

20 一条二坊十五町、
ୋ࢘খ࿏、御土居跡 発掘

平安時代前期のϐοτ・遺物แؚ、鎌倉時代〜
ࣨ町時代の溝・土坑・ྻࡤ・柱穴、桃山時代の溝・
御土居の南ݞを検出。

ʮ17 平安京右京一条二坊ʯh ত 62
年度京都市埋ଂ文化財調査֓ཁʱ
埋文1991　ݚ 年

21 一条二坊十五町 立会 平安時代前期の井戸、平安時代中・後期の状遺
構を検出。

ʮ̑ 平安京右京一条二坊十五町
	98)-89
ʯh 京都市内遺跡立会調査
֓報平成 10 年度 京ɦ都市文化市ຽ
1999　ہ 年

22 一条二坊十町 発掘

時代の流࿏、平安時代ॳ಄の柱ྻ・土坑、平ݹ
安時代中期の土御大࿏南ଆ溝ٴͼ南築地にう
溝を検出。平安࡞ߞ柱ྻ・溝・土坑、中ੈの・ࡤ
時代ॳ಄の土坑より二࠼ଟޱළが出土。

ʰ平安京右京一条二坊十町跡ʱ京
都市埋ଂ文化財ڀݚ所発掘調査報
告 2019�1　埋文2019　ݚ 年

23 一条三坊二町 発掘
平安時代のୋ࢘খ࿏南ଆ溝・区ը溝・খ٭ڮ・ܘ
跡・ࡇ遺構・掘立柱建物・土坑、中ੈの溝、ۙ
ੈ以߱の溝・土坑を検出。

ʮ10 平安京右京一条三坊ʯh 平成８
年度京都市埋ଂ文化財調査֓報ʱ
埋文1998　ݚ 年

24 一条三坊三町 発掘 平安時代中期の掘立柱建物・ࡤ ・ྻ土坑などを検出。
ʰ平安京右京一条三坊三町跡 京ɦ都
市埋ଂ文化財ڀݚ所発掘調査報告
2006�21　埋文2007　ݚ 年

25 一条三坊࢛町、
ಓ大࿏、御土居跡 発掘 鎌倉時代〜ࣨ町時代のಓ大࿏・溝・土坑、御

土居を検出。

ʰ平安京右京一条三坊࢛町跡・御土
居跡発掘調査報告書 文ɦ化財サー
ビス発掘調査報告書第 26 集　株式
会社文化財サービス　2022 年

26 一条三坊࢛町、
Ӊଟখ࿏、中御大࿏ 発掘

平安時代前・中期の中御大࿏北ଆ溝、平安時代
中期の井戸・流࿏、中ੈの中御大࿏北ଆ溝・ߞ
。溝を検出࡞

ʮ28 平安京右京一条三坊࢛町ʯh ত
 53 年度京都市埋ଂ文化財調査֓
ཁ 埋ɦ文2011　ݚ 年

27 一条三坊五町 発掘
ੜ時代の溝、平安時代中期の掘立柱建物・ࡤ ・ྻ
溝・ࡇ土坑・ϐοτ、平安時代中期以߱の掘立
柱建物・ྻࡤ・溝・ϐοτを検出。

ʮ22 右京一条三坊ʯh ত 56 年度
京都市埋ଂ文化財調査֓ཁ（発掘
調査編）ɦ 埋文1983　ݚ 年

28 一条三坊五町 発掘 時代の溝、平安時代の掘立柱建物・柱穴・土ݹ
坑、ࣨ町時代の҉ڎ、江戸時代の溝を検出。

ʮ17 右京一条三坊ʯh ত 57 年度
京都市埋ଂ文化財調査֓ཁ 埋ɦ文
1984　ݚ 年

29 一条三坊町、
ۙӴ大࿏、അ代খ࿏ 発掘 ࣨ町時代の溝・খఅ状遺構・土坑を検出。

ʰ平安京右京一条三坊町跡発掘調
査報告書ʱ文化財サービス発掘調
査報告書第 14 集　株式会社文化財
サービス　2021 年

30 ۙӴ大࿏ 立会 時期ෆ໌の土坑、平安時代前期の遺物แؚを
検出。

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報
ত 62 年度 京ɦ都市文化観ޫہ　
1988 年

31 一条三坊町 立会 平安時代前期の土坑、時期ෆ໌の土坑を検出。
ʰ京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報
ত 62 年度 京ɦ都市文化観ޫہ　
1988 年

32 一条三坊町 立会 平安時代の遺物แؚを検出。 ʰ京都市内遺跡立会調査֓報平成３
年度 京ɦ都市文化観ޫ1992　ہ 年

33 一条三坊町 掘ࢼ 平安時代の࣪地ଯ積を検出。 ʰ京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報平成３
年度 京ɦ都市文化観ޫ1992　ہ 年

34 一条三坊七町 立会 平安時代中期の溝を検出。
ʰ京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報
ত 58 年度 京ɦ都市文化観ޫہ　
1984 年

35 一条三坊七町 立会 平安時代の土坑を検出。
ʰ京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報
ত 62 年度 京ɦ都市文化観ޫہ　
1988 年

36 一条三坊七町 立会 平安時代の土坑を検出。
ʰ京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報
平成２年度 京ɦ都市文化観ޫہ　
1991 年
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37 一条三坊七・ീ町、
അ代খ࿏ 立会 平安時代中期の溝・柱穴・土坑・遺物แؚを検出。

ʮ10 平安京右京一条三・࢛坊・五
Ґ山ݹʯh 京都ࠧեの遺跡 � 
Ҭ立会調査による遺跡調査報告 �ʱ
京都市埋ଂ文化財ڀݚ所調査報告
第 14 1997　ݚ埋文　 年

38 一条三坊ീ町 立会 奈ྑ時代〜平安時代前期の溝を検出。

ʮ右京一条三坊跡ࢼ掘調査 	 ᶺ
524
ʯh 京都市内遺跡ࢼ掘・立会調
査報告 京ɦ都市文化観ޫ1980　ہ
年

39 一条三坊・十町、
ୋ࢘খ࿏ 発掘

時代〜奈ྑ時代の掘立柱建物・溝、平安時代ݹ
ॳ಄〜前期の跡・掘立柱建物・溝・土坑・井戸、
平安時代中期の掘立柱建物・ྻࡤを検出。

ʮ平安京跡右京一条三坊・十町の
調査ʯh 京都埋ଂ文化財報ʱ第
73 号　ΐ京都埋ଂ文化財調査ݚ
ηϯλー　1999ڀ 年

40 一条三坊十町、
ۙӴ大࿏ 立会 ۙӴ大࿏北ଆ溝を検出。

ʰ京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報
ত 62 年度 京ɦ都市文化観ޫہ　
1988 年

41 一条三坊十二町 発掘 平安時代の溝・ྻࡤ、中ۙੈの池、ۙੈの࡞ߞ溝・
土坑を検出。

ʰ平安京右京一条三坊町発掘調査
報告 関ɦ西文化財調査会　1997 年

42 二条二坊町、
中御大࿏ 発掘 平安時代前・中期の土坑、中ੈ以߱の土坑を検出。

ʰ平安京右京二条二坊町跡ʱ京都
市埋ଂ文化財ڀݚ所発掘調査報告
2008�18　埋文2009　ݚ 年

43 二条二坊十町、
中御大࿏ 発掘 平安時代の柱穴・土坑・溝・井戸を検出。

ʰ平安京右京二条二坊十町ʱ京都
文化ത物ؗ調査ڀݚ報告第 14 集　
京都文化ത物ؗ　2000 年

44 二条二坊十町 立会 平安時代後期の遺物แؚを検出。
ʰ京都市内遺跡立会調査֓報平成
14 年度 京ɦ都市文化市ຽ2002　ہ
年

45 中御大࿏ 立会 Ѭྑ 5O Ր山փ検出。
ʰ京都市内遺跡立会調査֓報平成
11 年度 京ɦ都市文化市ຽ1999　ہ
年

46 二条二坊十町 立会 Ѭྑ 5O Ր山փ検出。
ʰ京都市内遺跡立会調査֓報平成
11 年度 京ɦ都市文化市ຽ1999　ہ
年

47 二条三坊ീ町、
中御大࿏ 発掘

平安時代の掘立柱建物・ྻࡤ・溝・土坑・井戸、
鎌倉時代の井戸、ࣨ町時代の井戸、江戸時代の土
坑を検出。·た、調査区西ଆ֦ுにてഅ代খ࿏東
ଆ溝のՄੑがある溝を検出。

ʰ平安京右京二条三坊ീ町　ෟ　平
安京右京一条࢛坊一・二町 花ɦԂ
大ֶ構内調査報告ᶝ　花Ԃ大ֶ　
2010 年

48

一条三坊五町・十二町、
二条三坊一町、二条二
坊ീ・・十町、അ
代খ࿏、ಓ大࿏、
寺খ࿏、中御大࿏、

御土居跡

発掘

一条三坊十二町にあたる̖̑・̗̑区にて平安時
代前期のԂ池・溝、平安時代中期の井戸・溝・ࡤ ・ྻ
柱穴、ࣨ町時代〜江戸時代の࡞ߞ土、一条三坊
五町にあたる６̖〜６̘区にて平安時代中期の中
御大࿏北築地内溝、平安時代後期の流࿏、ࣨ町
時代の࡞ߞ溝、二条三坊一町にあたる７区にて平
安時代中期のಓ大࿏西ଆ溝・柱穴、ࣨ町時代の
柱穴、ࣨ町時代から江戸時代の࡞ߞ溝を検出。二
条二坊十町にあたる８̖・８̗区にて平安時代
前期の井戸、平安時代中期の井戸・寺খ࿏西ଆ
溝、御土居の土塁内溝を検出。

ʮ1 平安ٶ左അྈ−朝ಊ院跡・平安
京右京一・二条二〜࢛坊ʯh 平成̕
年度京都市埋ଂ文化財調査֓ཁʱ
埋文1999　ݚ 年

埋文ݚˠެӹ財ஂ法ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所
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本ং（図６・７・８）ج　１
　調査地におけるݱඪߴは、北東ଆで47.57̼、南西ଆで47.0̼と、北東から南西の方向に向かって

くなっている。地のج本ংは、ݱ代土、御土居構築土、御土居構築以前の遺構検出面である

。൫によって構成されるج

代土は調査区北東ଆにて地ද面より0.2〜0.3̼、調査区南東ଆにて地ද面より0.5̼、調査区西ݱ　

ଆにて0.6〜0.9̼のްでଯ積し、࿃瓦・コϯΫリーτย・Ԙビݱۙ・代の陶磁器などをแؚす

る。調査区の南นࡍと北西۱は既存建物ૅجの֧ཚによって遺構面が削平されている。

　御土居構築土は調査区中ԝ西دりにおいて土塁جఈ෦がۇかに存していた。֘はࢼ掘坑南

面のΈでしか֬ೝされͣ、ࣨ町時代前半にؼ属する土坑010の直上に0.32̼のްで存していた。

ճの調査では調査区全Ҭにおいて御土居土塁の検出が期されたが、後ੈの削平により一෦分のࠓ

Έでしかೝめられなかった。

　御土居構築以前の遺構は全てج൫上面にて検出した。ج൫検出面のඪߴは、調査区北นࡍに

おいて東ଆが47.2̼、西ଆが46.9̼、調査区中ԝ෦において東ଆが46.8̼、西ଆが46.5Nをଌり、原

地ܗが東から西に向かって0.3NࣼしているのがΘかる。ج൫࠷上である৭シϧτは೪ੑ

がڧく、ϚϯΨϯൗをؚΈΈをଳͼる。֘は調査区北นにおいて:��24623.8〜�24626.6の間

が࠷もߴく、ඪ47.3̼ߴのஈ֊で検出されたが、その地より西ଆになると؇かにࣼする。

৭シϧτより下はԫփ৭〜҉փԫ৭࠭とփന৭シϧτがޓになってଯ積している。·た、

南北断割の断面観により、9��108537の地にて৭࠭ٴͼփന৭〜ԫ৭シϧτより上

のଯ積が0.2Nのਂさでམちࠐんでいるのがೝめられた。%・&−２・３のൣғでփԫ৭࠭

が0.5Nのްでଯ積し、9��108542より南ଆにて࠶ͼଯ積がઙくなる。泉と井戸が検出されている

地区もここであるため、この原地ܗがࢴのچՏಓによってܗ成されたখܢ୩状のものであり、

ଯ積した࠭が༙水の割をՌたしていたと͑ߟられる。

２　検出遺構（図̕・ද２）
ճの調査では、南北朝期から御土居構築以前の泉・池・井戸・土坑・溝、御土居土塁を検出ࠓ　

した。なお、御土居の土塁構築土は後ੈに削平されており、調査区中ԝ෦西ଆにてۇかに存し

ているのΈであった。

検出した遺構の૯ɿ17

時代 主な検出遺構 උߟ

南北朝期〜
安土・桃山時代

池 003、泉 002、井戸 017、柱穴 009、土坑 001・010・011、
溝 013・014、御土居土塁

表２　遺構概要表
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−16−

Y
=
-
2
4
,6

2
1

Y
=
-
2
4
,6

2
4

Y
=
-
2
4
,6

2
7

Y
=
-
2
4
,6

3
0

Y
=
-
2
4
,6

3
3

Y
=
-
2
4
,6

3
6

X
=
-
1
0
8
,5

3
7

X
=
-
1
0
8
,5

4
0

X
=
-
1
0
8
,5

4
3

道 祖 大 路 東 ⠏ ᆅ ᚰ

ᮾ
ᅄ
⾜

ඵ
㛛

ᮾ
ᅄ
⾜


㛛

0
1
50
0
7

0
0
4

0
1
8

0
1
2

0
1
6

0
0
8

ヨ
᥀

坑

南 北 断 割 （ 西 側 ）

南 北 断 割 （ 東 側 ）

南 北 断 割 （ 東 側 ）

ụ
0
0
3

Ἠ
0
0
2

土
坑

0
1
1

⁁
0
1
4

⁁
0
1
3

土
坑

0
0
1

土
坑

0
1
0

ᰕ
✰

0
0
㻥

土
ሠ

N

䠏
ｍ

０

図９　調査区全体平面図（１：80）



−17−

御土居土塁（図７）

　調査区中ԝ෦西دりにて෯2.6̼のଳ状に検出した。中ੈ瓦ยをؚむԫ৭࠭で、ࣨ町時代前

半にؼ属する土坑010の直上に0.32̼のްでଯ積している。検出面のඪߴは46.55̼、ఈ面のඪߴは

46.2̼。後ੈの削平により構築土がほぼࣦΘれていたので、土塁の構築方法の෮ݩは出དྷなかった。

池003（図10・11、図版３－１・２、４－１）

　調査区の南ଆで検出した。東ଆにて泉002とଓし、検出نは東西6.8̼、南北5.3̼、ਂ

さ0.58〜0.97̼をଌる。池の北半෦のΈ検出したが、南半෦は調査区֎南にがるとਪଌされる。

भ景石はݟたらなかったが、ඪ46.3̼ߴのஈ֊にてփ৭〜ԫփ৭࠭が池のから中

৺෦にかけて؇かにࣼしながらଯ積しているのを֬ೝした。の؛ޢと͑ߟられる。؛ޢの構

築土のްは、西ଆが0.1̼、東ଆが0.3̼で、泉002とする東ଆの方がްくଯ積していた。池の

東ଆは泉の構築によって地山面が西ଆより0.1̼削平されていることから、池の西とߴさをଗ͑

るために土することによって、泉から༙き出た水を池の中৺෦へと流すためとਪଌされる。؛ޢ

構築土からはࣨ町時代前半の所産とΈられる土師器ࡼのࡉยが出土しており、泉002とಉ時期に

成立したものと͑ߟられる。֘を除去したとこΖ、ఈ面に෦分తにࡉࠞじりのࠇ৭シϧτ

がషり付けられているのを֬ೝした。ఈ෦ඪߴは45.9Nをଌる。池の埋土は上と下で༷૬がҟ

なり、埋土上は上Ґがݻくక·ったࠞじりのࠇ৭೪土、下Ґがڊ大なփന৭シϧτϒϩοΫ

がଟྔにࠞೖするΦリーϒࠇ৭೪土からなる。この埋土はਓҝతに埋め立てられ、地൫下をࢭ

するために、ີ 度のߴいփന৭シϧτのϒϩοΫを୯Ґຖにॆరし、その間ܺにΦリーϒࠇ৭೪土

を流しࠐんでいた。安土・桃山時代の土師器ࡼඋ前Ꭼു、ఱが出土していることから、御

土居構築時に埋め立てられたものとਪଌされる。埋土下はΦリーϒࠇ৭シϧτをఄする。水に

よって池ఈにଯ積していた২物によってܗ成された২土が༗機質ట化したもので、池の機

期にܗ成されたものと͑ߟられる。このはඪ46.15̼ߴのஈ֊で֬ೝされたことから、時の池

の水Ґはগなくともこのߴさ·でདྷていたとਪଌされる。上と下の間にはࢬ葉・ࡐ・ؙ木

などが敷き٧められており、ಉじくѹີ下を͙ために用いられた敷葉工法のࠟ跡と͑ߟられる。

このࡐをࢼྉにथ種ಉ定を行ったとこΖ、ΞΧΨシ・ΤΰノΩ・Ϋリ・Ϛμέであることが໌し

た。·た、埋土下にؚ·れる種࣮のಉ定と花ค分ੳを࣮ࢪした。݁Ռとして、ΞϥΧシ・ΞΧΨ

シ・サΧΩなどの常葉थܥの種࣮、ΩΠνΰ属ΩδϜシϩ属といったΠνΰྨ、スή属と

いった࣪地ੑ২物Ռ࣮、Πω、ϝϩϯྨなどの২物化石、Ϛπ属・ϜΫノΩ属・コφϥѥ属・

ΞΧΨシѥ属・ΠωՊ・όϥՊ・ΧϠπリάサՊ・ΨϚ属・ΞΧΩΫサ属・ΦΦόコ属・ιό

属などの花คが検出された（ෟষࡌܝ）。このことから、埋土下がଯ積したஈ֊における調査地

の২ੜはΞΧϚπΞΧΨシ、ϜΫノΩなどがੜいໜる二ྛ࣍తな༷૬をしていたと͑ߟられる。

池内には水ੜ২物であるΞΧΩΫサがൟໜし、そのपғにはΨϚ属スή属といった࣪地ੑ২

物がੜҭしていたとΈられる。·た、サΧΩΤΰノΩといったఉ木、ΦΦόコといったਓの౿Έ

つけにڧいࡶもੜଉしており、ఉԂతな特もೝめられる。地における本ྨの花คの検出が
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図10　池003埋土除去後平面図（１：50）
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૬ରతにগないことからも、一定のཧされた所であったことが想定できる。ഓ地ۙลでしか

産出されないιό属の花คが検出されていることも特චすきである。敷葉工法に用いられた木

られる。池͑ߟされたものとغにࡍされたもので、埋立ての࠾はपғにੜҭしていたथ木がെࡐ

ఈより花ቋؠ製ૅ石が出土しており、地付ۙにてૅ石建物が存在したことをӐΘͤる。

泉002（図12、図版４－１・２、５－１・２）

　調査区の南東ଆにて検出した。池003の北東にする。掘方の平面ܗは۱ؙ方ܗ状をఄし、検出

は南北2.5̼、東西2.3̼、ਂさ0.96̼をଌる。検出面より0.50̼のਂさにて、鎌倉時代後ن

半の常滑産大甕のഁยをଟྔにؚんͩ穴を南北方向に２جฒんで検出した。穴のܘは0.40〜0.55̼

で、大甕の据付穴と͑ߟられる。据付穴のఈ面には木炭化したࡉ木を敷き٧めた炭化物がଯ積し

ており、༙水の浄化のために敷かれたものと想定される。炭化物をथ種ಉ定した݁Ռ、ωδΩ・

Ϛπ属・コφϥ属などのࡶ木が用いられていた（ෟষࡌܝ）。大甕はఈ෦がଧちܽかれており、ఈ

面の炭化物からの༙水を甕内にཷめ、甕ޱから水をٟうために用いられたՄੑがある。ఈ面の

ඪߴは46.0̼をଌる。据付穴上面の埋土はখ・炭化物ࠞじりの҉փԫ৭〜փԫ৭の࠭とシ

ϧτがޓとなっており、その中より安土・桃山時代のඋ前陶が出土した。大甕据付穴の掘方

埋土はࠞじりのփԫ৭〜փ৭シϧτٴͼ҉৭࠭で、掘方埋土ٴͼ炭化物より南

北朝期からࣨ町時代前半の土師器ࡼ瓦質土器羽זが出土している。このことから、この泉はࣨ町

時代前半のஈ֊に成立し、池003とಉ༷、御土居構築時に埋め立てられたものと͑ߟられる。池003

とଓする泉の西ଆは、池の東の؛ޢ構築土上面にて掘方埋土ٴͼ炭化物を検出した。しかし、

池003ଆでは据付穴はೝめられなかった。泉の中ԝ෦を南北方向で断ち割ったB�B�断面では炭化物

はްくଯ積しているが、泉の東دりである据付穴の南北断割C�C�断面では南ଆのΈ炭化物がബ

くଯ積する。これを౿·͑ると、泉の中ԝ෦に向かって炭化物がϨϯズ状にްくଯ積していたと

ਪଌされる。なお、泉ఈ面の炭化物直下より石組の井戸017を検出した。

井戸017（図13、図版５－２、６－１・２）

　泉002のఈ面直下より検出した。2.3̼〜2.1ܘのԁܗ掘方、内1.4̼〜1.3ܘの石組のԁܗ井戸枠

で、ਂさは0.58̼をଌる。石組は３ஈ分のΈでఈ面を検出した。石ࡐは࠭ؠ・టؠ・νϟーτ・石

փ質֯ؠ（さ͟れ石）・花ቋؠが用いられており、ඃしているものがଟく、中には平ୱ面のՃ

工があるものもೝめられたことから、స用ࡐと͑ߟられる。井戸枠内の埋土はփԫ৭࠭で、

んでいた。༙水ٴれておらͣ、埋土上面に༙水がਁಁし、泉002の炭化物·で水がރ在も水はݱ

は井戸東ଆの石組ཪのփԫ৭࠭からであり、ඪ45.65̼ߴのߴさにҐ置する。石組のཪࠐ土

から遺物が出土しなかったため井戸の成立時期はෆ໌であるものの、井戸枠の埋土より南北朝期

からࣨ町時代前半の土師器ࡼがݟつかっていることから、泉002は造࡞するࡍに既存の井戸を埋

め立て、その上に༙水ࢪ設を設けたՄੑも͑ߟられる。
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柱穴009（図14）

　調査区中ԝ෦西นࡍで検出した。検出نは、ܘ0.4̼、ਂさ0.16̼。柱の埋土は土器ࡉย

ࠞじりのࠇ৭シϧτ、掘方埋土はփԫ৭࠭ࡉをఄする。埋土中より時期を別できる遺物

は出土しなかったものの、埋土の༷૬が下記の土坑܈とಉじであることから、ࣨ町時代前半のもの

と͑ߟられる。柱ྻとしてରԠするଞの柱穴はݟつからなかったが、ಓ大࿏東築地৺ਪ定Ґ置よ

り0.4̼西ଆにҐ置することから、築地ญの柱穴であったՄੑも͑ߟられる。

土坑001

　調査区中ԝ෦北دりで検出した。検出نは、東西0.5̼、南北0.3̼、ਂさ0.39̼ͩが、ࢼ

掘坑と南北断割によって遺構の西半ٴͼ南半が削平されている。埋土は地山ϒϩοΫと土器ࡉย

がଟくࠞじるࠇ৭シϧτで、その内よりࣨ町時代前半の土師器ࡼが出土した。

1
1
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図13　井戸017平面・断面・立面図（１：40）
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図14　柱穴009、土坑010・011平面・断面図（１：40）
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土坑010（図14）

　調査区中ԝ෦西دりの地にて、御土居構築土と想定されるԫ৭࠭の下より検出した。平

面ܗがପԁ状の土坑で、検出نは南北1.2̼、東西0.9̼、ਂさ0.42̼をଌる。埋土は上が

地山ϒϩοΫとখࠞじりのࠇ৭೪質土、下がࠇ৭೪土をఄする。埋土中より土師器・ਢܙ

器・桃の種が出土したが、土器がࡉยなため໌֬な時期を別する·でにࢸらなかった。しかし、

埋土の༷૬がଞの土坑܈とಉじであることから、ࣨ町時代前半のものと͑ߟられる。

土坑011（図14）

　調査区北ଆ東นدりで検出した。平面ܗがෆ定ܗなܗ状の土坑で、検出نは南北1.3̼、東

西1.1̼、ਂさ0.48̼。遺構の西ଆがݱ代֧ཚ坑によって削平されており、南ݞは調査区֎南に

Ԇͼる。埋土は土器ࡉย・খ石ࠞじりのࠇ৭シϧτである。鎌倉時代の土師器ࡼがଟྔに出土

したଞ、南北朝期の土師器ࡼࣨ町時代前半の瓦質土器羽זも埋土中にೝめられている。
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図15　溝013・014平面・断面図（１：40）
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溝013・014（図15）

　調査区北෦東นدりで検出した。溝013が南北方向の溝、溝014が東西方向の溝である。検出時

は̡字状の溝になることを想定していたが、ݱ代֧ཚによって溝013の南෦ٴͼ溝014の西෦

が削平されていたため、別ʑの遺構としてऔりѻっている。溝013が南北2.3̼、東西0.7̼、

ਂさ0.16̼。溝014が東西1.3̼、南北0.7̼、ਂさ0.11̼。いͣれも埋土は地山ϒϩοΫ・খ

・土器ࡉยがଟくࠞじるࠇ৭シϧτである。埋土中より土師器・ਢܙ器のࡉยのଞ、瓦質土器

ುが出土している。ࣨ町時代前半に属すると͑ߟられる。

３　出土遺物
　遺物はコϯςφ̑ശ出土した。土師器・瓦器・瓦質土器・陶磁器・石製品が出土している（ද３）。

泉ٴͼ池の埋立土よりࣨ町時代後半から御土居構築以前の時期に属する遺物、泉ٴͼ池の構築土・

井戸・土坑܈・溝からは南北朝期からࣨ町時代前半の遺物が出土した。·た、平安時代後期から鎌倉

時代後半に属する遺物もଟくࠞೖしていた。

池003（図16、図版７－１・２）

　１〜６は土師器のࡼである。１は4ࡼCで、9.9ܘޱᶲ、器1.4ߴᶲをଌる。ޱԑを֎さͤ、෦

をつ·Έ上͛ている。２・３は̨ࡼである。２は13.7ܘޱᶲ、器1.7ߴᶲ。ޱԑを֎さͤ、෦

内面に面がつくられている。３はࡉยのためܘの෮ݩが出དྷなかったが、ఈ෦内面の立ち上がり෦

にݍઢになりかけのԜΈがೝめられる。１〜３は16ੈلの所産とΈられる。４は4ࡼIである。ޱ

ԑを֎さͤ෦をつ·Έ上͛ている。15ੈل後半に属すると͑ߟられる。̑は̨ࡼで、ܘޱ

11.7ᶲをଌる。ମ෦が֎しながら立ち上がり、෦はؙくおさめられる。13ੈل後半にൺ定

される。６は4ࡼCである。11.7ܘޱᶲで、෦内面に面がつくられている。15ੈل前半の所産と

Έられる。７はඋ前のᎬുである。30.0ܘޱᶲをଌる。ްΈのあるޱԑ෦で、下はಥ出ͤͣにؙ

時代 内༰ コϯςφ " ϥϯΫ # ϥϯΫ


$ ϥϯΫ
ശ

平安時代後期〜
鎌倉時代後半

土師器、ന磁、瓦器、
মక陶器

土師器１、ന磁２、瓦器１、
মక陶器２

南北朝期〜
ࣨ町時代前半 土師器、瓦質土器 土師器 10 、瓦質土器̑、石製

品１

ࣨ町時代後半〜
安土・桃山時代

土師器、মక陶器、
ᬵ陶器、石製品ࢪ

土師器４、মక陶器２、ࢪᬵ陶
器２

ܭ߹ ６ശ 30 （４ശ） ̌ ２ശ

ˎコϯςφശは、ཧஈ֊で１ശ૿Ճした。

表３　遺物概要表
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図16　出土遺物１（１：４）
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図17　出土遺物２（１：４、１：８）
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くおさめられ、෦内面に面がつくられている。16ੈل後半に属する。８・̕はఱである。

８は11.7ܘޱᶲで、ޱԑ෦にくͼれがݟられ、෦はؙくおさめられる。16ੈل中ࠒのものとΈら

れる。̕は11.6ܘޱᶲをଌる。ޱԑ෦のくͼれがさらにڧくなり、෦がۄԑ化している。16ੈل

ࠒの所産と͑ߟられる。10・11はന磁である。10はである。15.9ܘޱᶲで、ޱԑ෦がؙくお

さめられた、いΘΏるۄԑޱԑである。建লܥのもので、11ੈل後半から12ੈل前葉に属す

る。11はࡼのఈ෦である。ఈ6.7ܘᶲ。ແ文で、土は໌Φリーϒփ৭とૈ質である。ޱԑ෦がܽ

ଛしているが、ޱԑ෦内֎のᬵを削るޱಝのࡼと想定される。13ੈل中ࠒから14ੈلॳ಄の所

産と͑ߟられる。12は瓦器である。11.8ܘޱᶲをଌる。ମ෦はؙΈをもって立ち上がり、ޱԑ

෦はؙく上͛られ、ઢはলུされている。ޱԑ෦内面にはϔϥϛΨΩ、ࠐݟΈに࿈݁ྠ状҉文

がࢪされる。ೇ葉ᶚ−１期に属し、13ੈل後半からࠒにൺ定される。13は花ቋؠ製ૅ石である。

は17.2ᶲをଌる。１〜３・７〜11は御土居構築時の埋ܘの࠲31.8ᶲ、ްさ10.9ᶲ、柱を据͑る柱ܘ

立土、４は池003の埋土、̑・６は؛ޢ構築土、13は池ఈより出土した。

泉002（図16・17、図版８－１～３）

　14〜17は土師器のࡼである。14・15は̣ࡼである。14は9.9ܘޱᶲ、器1.8ߴᶲをଌる。ޱԑ立

ち上がり෦はڧく۶ۂし、ޱԑ෦はංްする。15は10.8ܘޱᶲで、ޱԑ෦が֎し、器ްは

ԑ෦が大きくޱ、12.0ᶲで、ମ෦は直ઢతに立ち上がりܘޱ。である̨ࡼかにްくなる。16はۇ

։く。17は4ࡼIである。ޱԑを֎さͤ෦をつ·Έ上͛ている。これらは15ੈل前半の所産と

ߟの所産とࠒ後半からل8.2ᶲをଌる。16ੈܘられる。18はඋ前のसಙརのఈ෦である。ఈ͑ߟ

͑られる。19〜21は瓦質土器である。19・20は羽זである。19は33.6ܘޱᶲの大ܕ品で、ޱԑ෦

が内しながら立ち上がり、ޱԑ෦は平ୱに上͛られる。௳෦分以下はܽଛしている。֎

面はφσ調、内面はϋέのちφσ調がࢪされている。14ੈل以߱の所産と͑ߟられる。20は

ԑ෦付ۙにޱ。上͛られるԑ෦は平たくޱ、24.2ᶲをଌる。ମ෦は直ઢతに立ち上がりܘޱ

はい௳がషり付けられる。ମ෦֎面にはϋέ、内面はΦサΤのちφσ調がࢪされている。֎

面にഗの付ணがೝめられる。14ੈلのものとΈられる。21はುである。26.8ܘޱᶲをଌり、ମ෦

は直ઢతに立ち上がり、ޱԑ断面が̡字状をఄするडけޱを࣋つ。ޱԑ෦は平たく上͛られ

る。ମ෦֎面はΦサΤのちέズリ、内面はΦサΤのちφσ調がࢪされる。֎面にഗの付ணがೝ

められる。14ੈلに属すると͑ߟられる。22・23は北ଆ据付穴から出土した常滑の甕である。औ

上時はಉ一ݸମと想定したが、ݞ෦のܘがҟなることから、別ʑのݸମと͑ߟた。南ଆの据付穴

の中からは遺物が出土しなかったことから、埋め立てるࡍにഁଛした甕を྆方とも北ଆに集中し

てغしたՄੑが͑ߟられる。22はޱԑ෦のΈで、51.2ܘޱᶲ、ݞ෦࠷大73.8ܘᶲ。断面̣字

状をఄするޱԑܗଶをしており、ޱԑ෦ԑଳは2.5ᶲをଌる。ݞ෦には֨ࢠ文とҁਿ文が組Έ߹Θ

されたԡ印文がࢪされ、その上に大きくʷ印のઢࠁがϔϥ書きされている。ݞ෦֎面はॎ方向の

ϔϥέズリ、ݞ෦内面はΦサΤのちϤコφσで上͛られる。23は෦ٴͼఈ෦で、ఈ17.4ܘᶲ、

෦࠷大70.8ܘᶲ、存器53.5ߴᶲ。ఈ෦はଧちܽきのࠟがݟडけられる。ମ෦֎面はΦサΤの
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ちॎ方向のϔϥέズリ、ମ෦内面はΦサΤのちϤコφσで調される。いͣれも13ੈل後半の所

産と͑ߟられる。18・20は泉002の埋立土、16・17・22・23は北ଆ据付穴、14・15・19・21は泉

002の掘方埋土ٴͼ炭化物より出土している。

井戸017（図17、図版９－１）

　24〜26は土師器のࡼである。24は̣ࡼで、7.4ܘޱᶲ、器1.2ߴᶲとখܕ品である。25は4ࡼI

である。ମ෦は直ઢతで、ޱԑ෦でۇかに֎し、෦はつ·Έ上͛ている。26は10.9ܘޱᶲ。

ମ෦とޱԑ෦の境にஈがೝめられ、ޱԑ෦は面औりにより断面が三֯ܗ状をఄする。土はᒵ

৭である。̣ࡼのੜ品か。これらは井戸枠内より出土した。いͣれも14ੈلの所産と͑ߟら

れる。

土坑001（図17、図版９－２）

　27は土師器の̨ࡼである。ࡉยのためܘޱの෮ݩが出དྷなかったが、ମ෦は直ઢతで、ޱԑ෦が

։くように֎し、෦はつ·Έ上͛られる。15ੈل前半にൺ定される。

土坑011（図17、図版９－２）

　28は土師器の̣ࡼである。10.2ܘޱᶲ、器1.8ߴᶲをଌる。ޱԑ立ち上がり෦は۶ۂし、ޱԑ෦

はංްする。෦はつ·Έ上͛られる。14ੈلの所産と͑ߟられる。29は瓦質土器の羽זの

௳෦である。ম成がく、大ܕ品であることから、15ੈل以߱の所産と͑ߟられる。

溝014（図17、図版９－２）

　30は瓦質土器のುである。25.8ܘޱᶲで、ମ෦は直ઢతに立ち上がり、ޱԑ断面が̡字状をఄす

るडけޱを࣋つ。ޱԑ෦は平たく上͛られる。ମ෦֎面にはΦサΤのちφσ、内面にはϋέの

ちφσ調がࢪされる。֎面にഗの付ணがೝめられる。14ੈلの所産と͑ߟられる。
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第ᶚষ　·とめ

　本調査では、南北朝期から御土居構築以前の泉と池、井戸、御土居土塁などを検出した。以下、

これ·での記ड़とॏෳするとこΖもあるが、これらの調査成Ռを·とめ、पลの調査成Ռもซͤな

がらྺ࢙త境のධՁとߟをड़てΏきたい。なお、本文中でड़る調査地をࣔす調査番号は

図̑・ද１にରԠする。

１　御土居について（図20）
　調査地で検出された御土居の土塁構築土は後ੈの削平により調査区中ԝ෦西دりにҐ置する

土坑010の直上でجఈ෦がۇかに存しているのΈであった。このは中ੈ瓦ยをؚむԫ৭࠭

で、検出面のඪߴは46.55̼、ఈ面のඪߴは46.2̼をଌる。

　調査地の南ଆで࣮ࢪされたԁ町ެԂ内のࢼ掘調査（19）（１）では、３Օ所のࢼ掘τϨϯνを設けて

調査が行Θれている。地より8.7̼南にҐ置する３区では、ඪ46.0̼ߴのߴさで土塁構築土が֬

ೝされた。ఈ面のඪߴは45.4̼となる。３区より３̼南にҐ置する１区では、ඪ45.6̼ߴのߴさ

で土塁構築土が検出され、ఈ面のඪߴは45.0̼をଌる。このことから、土塁のఈ面は３〜̼̑ຖ

に0.5̼ͣつߴくなりながら北から南に؇かにࣼしているとਪଌされる。そのため、地の土塁

ճ検出された土塁構築土のࠓ、ఈ෦は地ද面より0.7̼下にてఈ面が検出されることが想定されج

ఈ面はそのと߹கする。

　地における御土居の存ଓ時期をࣔす࢙ྉとしては、໌࣏三十五（1902）年ʰመ地ଌྔတ都市全

ᅷʱでは土塁の存在が֬ೝされるが（図18）、大ਖ਼（1915）࢛年ʰ京都ۙ図ʱではݟられͣ、৽

たにࠤ井通が敷設されている（図19）。·た、大ਖ਼十一（1922）年ʰ都市ܭըج本図ʱでは、地

の北ଆに京都市立第二商ߍֶۀの記ࡌがೝめられる。京都市立第二商ߍֶۀは໌࢛࣏十三（1910）

年に西ਞにて։ߍしたが、大ਖ਼（1920）年にݱ在の北中ֶߍߍ地へҠసした。h 京二商࢙　ಉ

図18　明治三十五（1902）年 『實地測量亰都市全圖』
（『慶長昭和京都地図集成：1611（慶長16）年～

1940（昭和15）年』より転載・一部加工）

ㄪᰝᆅ

ㄪᰝᆅ

図19　大正四（1915）年『京都近傍図』
（『慶長昭和京都地図集成：1611（慶長16）年～

1940（昭和15）年』より転載・一部加工）
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図20　元禄十五（1702）年『京都惣曲輪御土居絵図』（京都大学総合博物館所蔵）と今回調査地（１：1,500）
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૭会発十प年記೦ʱ（２）によると、第二商ߍֶۀのߍ地を造成するࡍに、ߍ地の北ଆと西ଆに

あった土塁を่して３ई༨り土地をਹ上͛しάϥϯドを地したとある。ݱ在においても北

中ֶߍߍ地と調査地のൺࠩߴは大きく、北中ֶߍߍ地のඪߴは49.5̼、地のඪߴは47.0̼と、

2.5̼のߴࠩがある。これについて、໌࣏二十五（1892）年Ծ製図では御土居のであったࠤ

井通は水࿏になっていることを౿·͑ると、大ਖ਼（1915）࢛年以前に行Θれたࠤ井通敷設のࡍの水

࿏埋立てのために削りऔられたものと想定される。

２　御土居構築以前の遺構について
ճの調査では、南北朝期から御土居構築以前に属する泉002と池003、井戸017などを検出しࠓ　

た。泉002は検出面より0.5̼上が御土居構築時の埋立てによって֧ཚされていたが、泉の下෦構

造は存しており、その構築方法の෮ݩをすることが出དྷた。༙水ࢪ設は特殊な構造をしており、

井戸017をਁಁੑのߴい࠭で埋め立て、その直上にఈ෦をଧちܽいた常滑産の大甕を据͑付け

ていた。大甕は据͑付けのࡍに穴が掘られており、その穴のఈ面には炭化物が観された。井戸

017からの༙き出る水にෆ७物りの成分がࠞೖするのを͗、ఈ෦の炭化物によってᖤա

された༙水を甕内にཷめるために用いられた浄水装置と͑ߟられる。大甕は検出時にていͣれも

ഁյされており、北ଆの据付穴に２ݸମ分のഁยが集中してغされていた。常滑甕はޱԑ෦とମ

෦のΈ出土したため器ߴはෆ໌であるが、྆ 者の存器ߴを߹Θͤると、全長は70ᶲ前後であっ

たとΈられる。この߹、据付穴のܘとఈ෦立ち上がり෦のܘをྀߟした上で෮ݩすると、甕のޱ

ԑ෦は泉の掘方上面とほぼಉじߴさにҐ置する（図21）。池003のਪ定水面はඪ46.15̼ߴ前後をଌ

ることから、গなくとも地下水Ґがこのߴさ·で౸ୡしていたと͑ߟられ、常滑甕のᰍ෦付ۙ·で

は甕内に水Ґがຬたされていたとਪଌされる。

　京都市内で検出された構造物をう泉の事ྫはෳݟつかっているが、このような༙水ࢪ設を

設けたྨྫࣅはগない（ද̑）。平安京右京条一坊七町跡のࢼ掘調査（3）では平安時代前期の泉が

となるՕ所にፏ平なՏ原ޱが地ද面にがॆరされており、水の༙出ج検出している。うち１ج３

石が状に置されていた。状に置していることから、Տ原石上面に水をཹめるࢪ設がって

いたՄੑがある。平安京右京三条二坊十町跡の発掘調査（4）では平安時代中期のʮٶࡈʯと関Θ

りのあるఛにうఉԂ跡が֬ೝされている。そこで検出された泉は方ܗ状の掘方に敷がࢪさ

れ、地中構造物として方ܗの木枠が埋設されていた。この泉は景石・भをう池がಋ水࿏によっ

て࿈݁されている。平安京左京ീ条三坊五町跡の発掘調査（5）では平安時代期から鎌倉時代後期

の平པのఛ跡（ീ条ࣨ町）にうఉԂ跡の泉を検出している。この泉はभをඋ͑た池内に

Ґ置しており、ପԁܗの掘方に敷をࢪし、その中৺には泉の༙出ޱとして常滑産大甕のޱԑをݟ

ͤるというझ向がとられていた。地中構造物としては方ܗの木枠を設けている。༙水ޱに甕を用い

るでは本調査で検出した泉とڞ通しているが、ീ条ࣨ町の泉は地ද面を敷で化হするなど

ؑをతとしたҙ向であり、浄水をతとしたࠓճの泉とはੑ֨をҟにすると͑ߟられる。

山Պ本ئ寺跡の発掘調査（6）ではࣨ町時代後半の泉が検出されている。泉はପԁܗの掘方でݓ大の
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石敷をࢪし、景石が据͑られていた。地中構造物は設けられておらͣ、ૉ掘りの井戸である。京都

市֎のۙ߫地Ҭでは、大ࡕౡ本町のඌ山遺跡・御所池瓦༼跡の発掘調査（7）にて鎌倉時代後期か

らࣨ町時代の泉がݟつかっている。ෆなԁܗの掘方に敷をࢪし、泉の北東෦にはಋ水࿏となる

ૉ掘りの溝が設けられ、池と溝の境には景石が据͑られていた。泉の中ԝには地中構造物として石

組の掘りࠐΈをっている。·た、井戸枠として大甕を用いた事ྫは東寺（ڭԦࠃޢ寺）چ境内で

の発掘調査（8）にてೝめられている。֘調査ではఈをଧちܽいたඋ前মの大甕を用いた井戸が２

物҃いはۂは下෦構造としてఈ෦中ԝにجつかっており、いͣれもࣨ町時代に属する。うち１ݟج

খܕのԳを据͑たࠟ跡が֬ೝされた。京都֎ではあるが、井戸ఈに浄水装置として木炭を敷く事

ྫ（木炭敷）は、平城京右京二条三坊三௶跡（9）奈ྑ־ݝ原ਆٶ֎ԓ遺跡（10）でݟつかっている。

平城京右京二条三坊三௶跡の事ྫはࡶ木のװࢬなどのࡉ木を炭༼で炭化さͤたものが用いられて
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図21　泉002復元平面・立面図（１：40）
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おり、本調査でݟつかった炭化物においても、ωδΩ・Ϛπ属・コφϥ属などのࡶ木のখࢬを

炭化さͤたものがར用されていた（ෟষࢀর）。たͩし、池003の埋立土からはωδΩ属の花คが検

出されていないため、地よりれた所で࠾औされたࡉ木が用いられているものと͑ߟられる。

　泉002より下で検出した井戸017は、ਂ さ0.6̼とඇ常にઙい井戸で、༙ 水は石組࠷上ஈより

0.35̼下にҐ置する。井戸のఈがઙい߹、水の中にؚ·れるりの成分ෆ७物を఼さͤられ

ͣ、水質がѱ化するおそれがある。このことから、ઙい井戸でもਗ਼水をಘるために、泉002として

վ築するஈ֊において浄水装置を設けたものと͑ߟられる。·た、井戸017の石組は、࠭ؠ・ట

によって構築されており、これらࡐとଟ種の石ؠ花ቋ・（さ͟れ石）ؠνϟーτ・石փ質֯・ؠ

のؠ石は৭・փ৭・ࠇ৭・փന৭・ԫ৭をఄする。これについて、ӄཅ五行આにଇったも

のであるՄੑが想定され、井戸の水がރれないように水にॅむਆにف೦するためのࡇతなҙ

ঊであったものと͑ߟられる。

　泉002と北東ଆでଓする池003は北半෦のΈ検出された。南半෦は調査区֎南にがるものと

られる。भ景石などのԓ池త特がೝめられないものの、փ৭〜ԫփ৭࠭で構築されݟ

たの؛ޢが֬ೝされ、؛ޢ構築土を除去した池ఈ面ではࡉࠞじりのࠇ৭シϧτがషり付け

られているのが検出された。࠷大ਂが１̼とਂいものの、২土が༗機質ట化した池埋土はඪ

์、46.15̼のஈ֊で検出したことからߴ されたஈ֊での池の水Ґはこのఔ度であったとਪଌさغ

れる。池埋土の直上にはࢬ葉・ࡐ・ؙ木などが敷き٧められていたが、पғにੜҭしていたथ木

がെ࠾されたもので、埋立てのࡍにغされたものと想定される。その上に御土居構築時にਓҝత

に埋め立てられた土がଯ積しており、ີ度のߴいփന৭シϧτのϒϩοΫを୯Ґຖにॆరし、その

間ܺにΦリーϒࠇ৭೪土を流しࠐんでいた。これは御土居の土構築においてݟडけられる工法

で、֩となるখ山をઌ行してつくり、空間をॆరする構築方法とಉじである（11）。池埋土直上にて検

出されたࣗવ木・২物遺ମも、土のѹີ下をࢭするతから地൫のิࡐڧとして؆қతな

敷葉工法を用いられたものと͑ߟられる。池埋土直上にて検出されたࣗવ木ٴͼ池埋土にแؚさ

れていた種࣮・花คをରにࣗવՊֶ分ੳを行った݁Ռから、時の調査地における২ੜを෮ݩ

すると、ΞΧΩΫサ属・ΨϚ属・スή属といった水ੜ・࣪地ੑ২物が池内にൟໜし、そのपғに

調査地 所属時期 掘方 上ஈ構造物 下ஈ構造物 උߟ ம

平安京右京条一坊七町跡 平安時代前期 � 敷ʴՏ原石 �
༙水ޱにՏ原石を
状にฒて置 3

平安京右京三条二坊十町跡
（ʮٶࡈʯ跡） 平安時代中期 方ܗ状 敷 木枠 भ・景石をう池、

ಋ水࿏ 4

平安京左京ീ条三坊五町跡
（ീ条ࣨ町）

平安時代期〜
鎌倉時代後期 ପԁܗ状 敷ʴ常滑甕

ԑ෦ޱ 物ʴ木枠ۂ भをう池 5

ඌ山遺跡・御所池瓦༼跡 鎌倉時代後期〜
ࣨ町時代 ԁܗ状 敷ʴ景石 石組枠 ಋ水࿏をう 7

平安京右京一条二坊十五町跡 ࣨ町時代前半〜
安土・桃山時代 ۱ؙ方ܗ状 常滑甕 炭化物ʴ

石組枠
भ・景石をΘな
い池 本調査

東寺（ڭԦࠃޢ寺）چ境内 ࣨ町時代 ԁܗ状 උ前甕 物ʁԳʁۂ 井戸状遺構 8
山Պ本ئ寺跡 ࣨ町時代後半 ପԁܗ状 敷ʴ景石 ૉ掘り ಋ水࿏をう 6

表４　京都市近郊の構造物を伴う泉一覧表
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はΞΧϚπΞΧΨシ、ϜΫノΩなどがੜいໜる二ྛ࣍తな༷૬をࣔすが、地における本ྨの

花คの検出が૬ରతにগないことから、ᓔとしたྛのような景観でなくൺֱత։けた所で

あったことがਪଌされる。·た、ఉ木としてੜҭされるΤΰノΩ、ਆ社のੜ֞として২される

サΧΩ・ώサΧΩ属の২物遺ମٴͼ花คがೝめられること、ഓ地ۙลでしか産出されないιό

属の花คが検出されていることが特తである。

و、ͼ池003のੑ֨について、池003に景石भをΘないことからٴճ検出された泉002ࠓ　

のఛ・寺院に付随するʮఉԂʯతなੑ֨とはҟなり、ਆ社に付随するਆ泉から流れてきたྶ水

を集めるための池にྨࣅしていると͑ߟられる。御土居構築以前の遺構のؼ属時期について、井

戸017の埋時期ٴͼ泉002と池003の構築時期が南北朝期からࣨ町時代前半となる。地でݟつ

かった土坑・溝・柱穴に関しても、埋土からの出土遺物が泉002の構築時期とಉじであることか

ら、泉ٴͼ池がつくられるࡍに地पลが地されたՄੑがある。

　これらの遺構について、存ଓ時期が南北朝期から御土居構築以前に属することから、ञۀ߿をӦ

Έ、北ఱຬٶにਆをೲめていた商工ۀ者ʮ西京ਆਓʯの居ॅ区であるʮ࢛保ʯとの関࿈ੑが想

తなҐ置ͮけに関す࢙ճ検出した遺構のྺࠓ、ྉとর߹しながら࢙保に関する࢛、される。以下ى

る検౼を行う。

త境について࢙ճ検出した遺構のྺࠓ　３
、しࢦ番の保を࢛保は西京ਆਓがॅんでいた７つの居ॅ区の૯শである七保のうち真中の࢛　

ʮ中保ʯともݺশされている。ʮ中保ʯは߂安（1283）年のʮ北ٶ寺ެ文ಘ分文ʯ（h 北社Ո

日記ʱ第七ר）がॳݟであり、໌࢛࣏十二（1909）年に成立したʰ北ࢽʱによると、北ఱຬٶ

立のࡍに右京一条から二条·での間に七ϲ所の御ڙ所が設けられ、その御ڙ所にରし、西京ਆਓ

の居ॅ区の୯Ґである七つのʮ保ʯがॆてられたとઆ໌されている。

　御ڙ所とは西京ਆਓが北社にߩೲするਆをඋ͑るためのとされており、北社に属する

ਆٶ寺として建され（12）、ݩ期に寺院名が付༩された（13）。࢛保の御ڙ所はʮ৽長୩寺ʯとݺশ

されている。৽長୩寺にはੁ原ಓ真࡞と͑られるປശ観ੈ音が安置されており、ࣺҥಊ・ྷҥಊと

図22　寛永十九（1642）年『寛永後萬治前洛中絵図』
（京都大学附属図書館所蔵）

図23　天保二（1831）年『改正京町繪圖細見大成』
（立正大学図書館田中啓爾文庫所蔵）
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もݺれていた（14）。ݩ文五（1740）年にഇ社し、ݱ在は御ڙ所の内にあった井戸跡とされるҖಙ水

がるのΈである。たͩし、文໌十五（1483）年月ീ日条ʰོ࣮ެ記ʱにてʮଇܮ西京৽長୩

観˘ʯと、三条西ོ࣮が৽長୩寺にܮࢀしたという記ड़がೝめられることから、ࣨ町時代中ࠒに

は৽長୩寺が成立していた。ʮ観˘ʯは観音をࣔしており、৽長୩寺が観音ಊを༴していたことが

Ӑ͑る。地からົ৺寺通をڬんで南東ଆに所在する西Ԧ寺は、文（1661）ݩ年に臨ࡁ宗Ӭݯ寺

として։山する以前、北ਆٶ寺が存在していた（15）。この寺の山号であるߋҥ山も、৽長୩寺の

別শがʮ一名ߋҥ寺ʯであったことに因むとされている（16）。

　৽長୩寺の境内のൣғをਪଌする࢙ྉとして、Ӭ十（1642）年に࡞成されたʰӬ後ᤈ࣏前

བ中ֆ図 （ɦ図22）が͛ڍられる。一条二坊十五町のൣғはʮ࣋命院ʯと記ࡌされており、東ଆの

十町にྡするのはʮڙਗ਼寺ʯであるが、߂寺をࢦしているものと͑ߟられる。ఱ保二（1831）年

のʰվਖ਼京町៸ᅷݟࡉ大成 （ɦ図23）では、h 命院ʯとなって࣋前བ中ֆ図ʱにおいてʮ࣏Ӭ後ᤈ

いたൣғの西半がʮ৽長୩寺ʯとද記されており、東半がʮδϢ命院ʯとされている。ʮδϢ命院ʯ

はʮ寿命院ʯをࣔしていると͑ߟられ、h 命院ʯはこの࣋られるʮݟ前བ中ֆ図ʱで࣏Ӭ後ᤈ

て字と͑ߟられる。ఃڗ三（1686）年に࡞成されたʰᯏभࢽʱによると、寿命院は西京のࢴ

の東にあるݩ律院と東山の泉涌寺に属し、ۙੈになってこの院は泉涌寺の中にҠ設されたとઆ໌

されており（17）、泉涌寺ଂʰ寺վாʱٴͼʰ໌ࡉாʱにおいても、Ԡ長（1311）ݩ年に建立され、ܚ

長五（1600）年に西京中保町から泉涌寺内にҠされたと記ड़されている。h ᯏभࢽʱでࣔされて

いるʮݩ律院ʯとは鎌倉時代後期から南北朝期にかけて׆༂した泉涌寺ૐであるແਓಋが律宗泉

涌寺流の寺院の本山として建立した長寺をࢦしているものとਪଌされる。རٛڭがӬݩڗ

（1429）年に御した、ಋによって中ڵ・造Ӧした35ϲ所の寺院の本寺を長寺とすることが໌

記されたʰ録状ʱ第二五二条の中にも寿命院がྻ記されており、長寺の直寺であるӬԁ寺の

寺として成立していたことがӐ͑る（18）。·た、寿命院は東向観音寺ともԑのਂい寺院であること

が、東向観音寺が所ଂするʰԟੜཁ集ᭁʱからಡΈऔることができる。東向観音寺はԆྐྵ二十五

（806）年にఱߖのئによってʮ朝日寺ʯとして։山し、Ԡ（941）ݩ年にஜࢵ観ੈ音寺よ

り十一面観ੈ音ࡵをདྷした。寿命院を建立したಉ年のԠ長（1311）ݩ年、ಋが中ڵして律宗

泉涌寺流の寺院となり、このときにʮ観音寺ʯと寺号をվめた（19）。本ଚの十一面観ੈ音ࡵは北

ఱຬٶの本地とされていることからʮ北ਆٶ寺ʯともೝࣝされている。࢙֘ྉは浄土宗西

ٛのྑによってક出されたʰԟੜཁ集ʱのऍ書で、三分の写本である。Ԟ書からಋが書き

写し、ਖ਼三（1314）年月から十月にかけてߍ߹・ՃしたことがಡΈऔれる（20）。このදࢴཪ

にあったことがӐΘれな関ີۓにʮ寿命院ʯとのଂ書印があることから、東向観音寺とרͼٴ

る。

　これらをふ·͑ると、寿命院は鎌倉時代後半に律宗泉涌寺流の寺院として東向観音寺とともに

建立され、東向観音寺とΏかりのある寺院として成立していたことがਪଌされる。この時期はʮ中

保ʯがॳ出された߂安（1283）年のʮ北ٶ寺ެ文ಘ分文ʯの成立時期ともۙい。·た、東向観

音寺とಉじく北ఱຬٶのਆٶ寺としてೝࣝされていたՄੑがあることから、࢛保の御ڙ所で
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あるʮ৽長୩寺ʯは寿命院の別শであった

と͑ߟられる。h 前བ中ֆ図࣏Ӭ後ᤈ でɦ

は御土居としてද記されている調査地も、

御土居構築以前は寿命院の境内であったこ

とが༧ଌされる。ࠓճ検出された泉002ٴ

ͼ池003は寿命院内のԓ池遺構であるՄ

ੑがߴい。地においてサΧΩ・ώサΧΩ

がൟໜするਆ社తཁૉを࣋つ২ੜがೝめら

れることからも、寿命院のਆٶ寺としての

ੑ֨をөしているものと想定される。本

調査では鎌倉時代に属する遺構はೝめられ

なかったものの、֘期の土師器ࡼ・瓦器

・ന磁などの遺物が一定ྔ出土してい

ることから、鎌倉期から地がར用され

ていたことがӐ͑る。寿命院はܚ長五（1600）

年に泉涌寺内へとભるが、ປശ観ੈ音を

る観音ಊがされ、それがʮ৽長୩寺ʯと

してೝࣝされていたのであΖう。ݩീ

（1695）年に࡞成されたʮ৽長୩寺観音ಊҾ

直しئʯ（21）によると、時の境内は南北51

間（92.7̼）、東西16間（29.0̼）で、

南ଆに出ೖޱが２Օ所設けられており、東

ଆは御土居にྡしていた。境内の南西۱に

はྊܻ１間半の観音ಊが所在しており、観

音ಊの北東ଆ、境内中ԝ南دりにはܻ行８

間、ྊ行４間の御ڙ所、そのԞにはྊܻ１間

半〜３間のࠜ付き建物が３౩ฒんでいた（図24）。

られる。ʮҖಙʯとはෆಈ໌͑ߟるҖಙ水も寿命院の境内にؚ·れていたと在も地東ྡにݱ　

Ԧを中৺とする五大໌Ԧの一һである大Җಙ໌Ԧをࢦし、ີ宗ૐがその໌Ԧのྗをआりようとम

法するおりに、ᮟՀ水をこの井戸からټんͩことに༝དྷするとされる。·た、空ւの掘った井戸ͩ

とも͑られており（22）、௴の大木のふもとから水が༙きখさな池へといでいたことからʮ௴水ʯ

ともݺれていた（23）。ࠓճ検出した泉ٴͼ井戸の༙水ଳとなったփԫ৭࠭のখܢ୩状のଯ

積は、9��108537〜�108542の間を東西方向にり、:��24625の地で南ଆにΧーϒする。この

··南東方向に༙水ଳがる߹、Җಙ水の方向に向かうことが༧ଌされる。よって、地で検出

された泉の༙水はҖಙ水と地下水຺がಉ一であり、Җಙ水の前としてಉ༷にྶ水とೝࣝされて

ᚚ౪ᡤ

ほ㡢ᇽ

᪂㛗㇂ᑎ
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図24　『寛永後萬治前洛中絵図』（京都大学附属図書館
所蔵）と新長谷寺境内模式図（１：1,500）

図25　『石山寺縁起』第４巻
（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）
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いたものとਪଌされる。ࠓճの調査では泉のपลに建物跡は検出されなかったが、泉には図25の

ように水がっていたՄੑも想定される。·た、２ମの甕を用いた༙水ࢪ設はʮ半井ʯをؚめ

て検౼するඞཁがある（24）。半井とは井戸の中にり൘などを設けて半分に区った井戸をࢦし

ており、ਖ਼ಙ二（1712）年に成立したʰ三࠽図会ʱ七二רにおいて、ҩ者であるࢯؾのఛ

内の井戸に関する記ड़でݟडけられる。そこでは一つの井戸を区って水の用్をҟとするため

に用いられたとされ、一方を製ༀ用、もう一方をࡶ用の水としていた。༙水にはਗ਼の区別がੜじ

ないものの、水のଏを分かつためのศٓతܗ式として࠾用されたものと想定される。これを౿

·͑ると、ਆٶ寺にめるૐཿは、ਆ水はਆ井から、ᮟՀ水はᮟՀ井から調ୡしなけれならͣ、

それらを一つの泉からಘるために２ମの甕を半井として׆用したՄੑがある。

　以上、ࠓճの調査では、御土居の土塁構築土そのものの存状況はѱかったが、西京七保の御ڙ

所とਪ定される寺院に関Θるԓ池遺構が検出された。特に、Җಙ水の前である特殊な遺構が検出

され、ີڭૐのम法に用いられた泉であることから、御土居のକのੑ֨中ੈにおける西ノ京の土

地ར用の在り方をղ໌するࢿྉをಘることが出དྷた。ࠓ後の調査によって、ߋなるྺ࢙తղ໌の発

లが期される。

ம

 （１） 松佳奈ʮᶚ�１　平安京右京一条二坊十࢛町跡ɼ御土居跡ʯh 京都市内遺跡ࢼ掘調査報告　平成30

  年度 京ɦ都市文化市ຽ2019　ہ年

 （２） 京二商࢙編集ҕһ会ʰ京二商࢙　ಉ૭会発十प年記೦ 大ɦདྷ会　2003年

 （３） 西ਖ਼ߊʮᶚ−２　平安京右京条一坊七町跡　/P.̕・47ʯh 京都市内遺跡ࢼ掘調査報告　平成22

  年度 京ɦ都市文化市ຽ2011　ہ年

 （４） 　৳・ਗ਼౻ྰࢠ・ླ木ኍ࢘・௰　༟࢘h 平安京右京三条二坊十五町・十町　ʮٶࡈʯのఛ跡ʱ

  京都市埋ଂ文化財ڀݚ所調査報告21　財ஂ法ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所　2002年

 （̑） ௰　༟࢘・木下保໌・長戸ຬஉ・大立一・๛࣏h 平安京左京ീ条三坊࢛・五町跡 京ɦ都市埋ଂ

  文化財ڀݚ所発掘調査報告 2009�7　財ஂ法ਓ京都市埋ଂ文化財ڀݚ所　2009年

 （６） ദా༗߳ʮᶜ　山Պ本ئ寺跡（３）ʯh 京都市内遺跡発掘調査報告　平成17年度ʱ財ஂ法ਓ京都市埋

  ଂ文化財ڀݚ所 2006

 （７） 後ܙଠʰඌ山遺跡・御所池瓦༼跡　北෦大ࡕ都市ܭը事̧̟ۀౡ本Ӻ西土地区ըཧ事ۀに

  う埋ଂ文化財発掘調査報告書 ౡɦ本町文化財調査報告書 第 43 集・ެӹ財ஂ法ਓ大ࡕ文化財ηϯ

  λー調査報告書第 316 集　2022年

所発掘調査֓報ڀݚ境内ʱ京都市埋ଂ文化財چ（寺ࠃޢԦڭ）ʰ東寺ܿ　ڮߴ・৳　٢࡚ （８）  2001�7　
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 （14） ߹ۜ೭ॿʮ北ఱຬٶと七保御ڙ所Ꮔʯh 二号　1934年࢛・一࢛とඒज़ʱ第࢙

 （15） ʮ在ಉ႔ݩ北ਆٶ寺ۙੈҝᜋ ሱۙ江山上Ӭݯ寺ʯఃڗ三（1686）年ʰᯏभࢽʱר五寺院下

 （16） ʮ臨ࡁ宗Ӭݯ寺ߋҥ山西Ԧᜋ寺　平成10年̕月　ࢽʯ
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  খൺٰಋʯശೖで、֖දにʮແਓ宗師真ʗԟੜཁ集ᭁ三ר 第一第二第三ʯ、ʮ寿命院ʯのଂ書印༗。

Ո文書一二ീ号ڷʯ本ئീ（1695）年月ʮ৽長୩寺観音ಊҾ直しݩ （21） 
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ࡌܝ
/P 器種 器ܗ 地区 出土遺構 ܘޱ

（ᶲ）
器ߴ

（ᶲ）
ఈܘ

（ᶲ） ৭調 උߟ

1 土師器 ࡼ %2 池 003	5:3�1 ೪土 
 9.9 	1.4
 � 2.5:8�1 փന৭ ࡼ 4C

2 土師器 ࡼ %2 池 003	5:3�1 ೪土 
 13.7 	1.7
 � 10:37�2 にͿいԫᒵ৭ ࡼ 4

3 土師器 ࡼ %2 池 003	5:3�1 ೪土 
 � 	1.3
 � 10:37�2 にͿいԫᒵ৭ ࡼ 4

4 土師器 ࡼ $2 池 003	5:3�2 シϧτ 
 � 	1.6
 � 10:37�2 にͿいԫᒵ৭ ࡼ 4I

5 土師器 ࡼ %2 池 003	10(:5�1 ࠭ 
 11.9 	2.1
 � 10:38�2 փന৭ ࡼ 4

6 土師器 ࡼ %2 池 003	10(:5�1 ࠭ 
 11.7 	2.1
 � 10:38�3 ઙԫᒵ৭ ࡼ 4C

7 মక陶器 Ꭼു %2 池 003	5:3�1 ೪土 
 30.0 	5.1
 � 5:33�2 ҉৭ උ前

8 ᬵ陶器ࢪ  %2 池 003	5:3�1 ೪土 
 11.7 	4.2
 � 	  
10:38�3 ઙԫᒵ৭
	 ᬵ 
10:32�2 ৭ࠇ ఱ

9 ᬵ陶器ࢪ  %2 池 003	10:33�2 ೪土 
 11.6 	4.4
 � 	  
10:38�2 փന৭
	 ᬵ 
7.5:33�2 ৭ࠇ ఱ

10 ന磁  &2 池 003	10:33�2 ೪質土 
 南
北断割 15.9 	4.3
 � 	  
5:8�1 փന৭

	 ᬵ 
5:7�1 փന৭ 建লܥ

11 ന磁 ࡼ %2 池 003	5:3�1 ೪土 
 � 	7.5
 6.7
	  
/9� ന৭
	 ᬵ 
2.5(:7�1 ໌Φリーϒ
փ৭

建লܥ

12 瓦器  %2 池 003	5:3�1 ೪土 
 11.8 	3.6
 � 2.5:8�1 փന〜 /4� փ৭ ೇ葉ᶚ �1 期

13 石製品 ૅ石 %3 池 003 ఈ面直上 長 31.8 ෯ 	22.0
 ް 10.9 花ቋؠ製

14 土師器 ࡼ &3 泉 002	10:34�1 シϧτ 
 9.9 	1.8
 � 7.5:37�3 にͿいᒵ৭ ࡼ /

15 土師器 ࡼ &3 泉 002	 炭化物 
 10.8 	1.7
 � 7.5:37�3 にͿいᒵ৭ ࡼ /

16 土師器 ࡼ %3 泉 002 北ଆ据付穴 12.0 	2.3
 � 10:38�3 ઙԫᒵ৭ ࡼ 4

17 土師器 ࡼ %3 泉 002 北ଆ据付穴 � 	2.1
 � 10:38�2 փന৭ ࡼ 4I

18 মక陶器 ಙར &3 泉 002 南ଆ据付穴上面 � 	8.5
 8.2 2.5:6�1 ԫփ৭ උ前

19 瓦質土器 羽ז &3 泉 002	 炭化物 
 33.6 	3.4
 � /4� փ

20 瓦質土器 羽ז &3 泉 002 南ଆ据付穴上面 24.2 	4.3
 � 10:37�2 にͿいԫᒵ৭

21 瓦質土器 ು &3 泉 002	10:34�1 シϧτ 
 26.8 	7.9
 � 10:37�2 にͿいԫᒵ৭

22 মక陶器 甕 &3 泉 002 北ଆ据付穴 51.2 	19.1
 � 5:35�3 にͿい৭ 常滑

23 মక陶器 甕 &3 泉 002 北ଆ据付穴 � 	53.5
 17.4 5:35�3 にͿい৭ 常滑

24 土師器 ࡼ &3 井戸 017 枠内 7.4 1.2 � 7.5:37�4 にͿいᒵ৭ ࡼ /

25 土師器 ࡼ &3 井戸 017 枠内 � 	1.6
 � 7.5:38�2 փന৭ ࡼ 4I

26 土師器 ࡼ &3 井戸 017 枠内 10.9 	1.9
 � 5:36�6 ᒵ৭ ࡼ / のੜ品か

27 土師器 ࡼ &�1・2 土坑 001 � 	1.9
 � 7.5:37�3 にͿいᒵ৭ ࡼ 4

28 土師器 ࡼ '2 土坑 011 10.2 	1.8
 � 7.5:37�4 にͿいᒵ৭ ࡼ /

29 瓦質土器 羽ז '2 土坑 011 � 	2.2
 � 7.5:38�3 ઙԫᒵ　

30 瓦質土器 ು (2 溝 014 25.8 	4.3
 � 7.5:37�3 にͿいᒵ৭

表５　遺物観察表
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ෟষ　平安京右京一条二坊十五町跡・
御土居跡のࣗવՊֶ分ੳ

株式会社　ݹੜଶڀݚ所

はじめに

ճの分ੳ調査では、御土居構築以前、桃山期に埋め立てられた池003埋土をରとして、花คࠓ　

分ੳ、大ܕ২物化石分ੳ、थ種ಉ定を࣮ࢪし、֘期のपลݹ২ੜに関する報をಘる。·た、ಉ

時期に埋立てられた、ࣨ町時代前半以߱に構築された泉002の埋甕据付中にڬ在する、༙水をᖤ

աするために用いられたՄੑがある炭化物の炭ยについて、थ種ಉ定を࣮ࢪし、用ࡐの種ྨに

関する報をಘる。

ྉࢼ．１

（１）池003

ࢼऔされたଯ積物࠾成された༗機質ట（８）上෦からܗྉは、池003の機期〜์置期にࢼ　

ྉ１と、８上面から出土した木̑ࡐである（図１）。

　８の༗機質టは、池中ԝ付ۙでްさ20ᶲఔ度、上Ґを෴う埋立土などのѹີにより、ൺֱత

くక·っている。༗機質ట中にはଯ積期間中に池पғから流ೖ、่མした種࣮࠭などがࠞݻ

じる。࠷下෦には遺構掘削時にੜじたとΈられる࠭ϒϩοΫ土がࢄする。·た、ఈ面にはਓҝ

తにೖされたૅ石が１出土している。

　༗機質టの上Ґにはਓ工తな埋立土（１〜７）がଯ積する。このਓ工ଯ積物࠷下෦にはؙ

木λέࡐ、大がೝめられ、その上Ґに࠭質ట、ట、২質土などの༝དྷのҟなるଯ積物をࡐ

ྉとするϒϩοΫ土と、中・ࡉ、২質ట質࠭などがࠞ߹されたଯ積物などでॆరされている。

ϒϩοΫ土は、ڊ〜中サΠズ·でଟ༷で、ѥ֯մ状〜֯մ状を主とする。

　８上෦のଯ積物ࢼྉについて、花ค分ੳ・大ܕ২物化石分ੳ、８上面の木ࡐについてथ種ಉ

定を࣮ࢪする。

（２）泉002

औされた炭ยࠞ࠾在する炭化物（10）からڬྉは、埋甕が設置されている遺構構築土中にࢼ　

じりのଯ積物１である（図１）。ଯ積物中には、大きさ１ᶲ以下の֯がؙくなっている炭化ࡐย

がີ集する。炭化物からはࣨ町時代前半の遺物が出土しており、構築土上Ґの埋立土（１〜̑）

からは桃山期の遺物が出土している。炭化物からந出した炭ยについてथ種ಉ定を࣮ࢪする。
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b) 池 003 東西断面図

a) 池 003・泉 002 平面図

1層～ 7層は埋立土、8層は機能期～放置期の有機質泥 .
花粉分析・大型植物化石分析は 8層上部について実施

左写真範囲

下写真範囲

c) 池 003 埋土 8層上面の木材の検出状況写真 d) 泉 002 埋土断面

←池 003 東西断面写真 (写真範囲は断面図中の□範囲）
　　　↓

3
5

6
2

1

4

3

8

8

1 ～ 5 層は埋立土、6～ 7層は泉 002 構築土 .
樹種同定は 10 層中の炭片について実施 .

図１．試料採取位置
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２．分ੳ方法

２−１　花ค分ੳ

、化ΧリϜ༹ӷをՃ͑10分間౬ઝする。水ચ後ࢎྉ（࣪ॏྔ10H）を遠にとり、10�水ࢼ　

46�ϑο化水ૉ༹ࢎӷをՃ͑１時間์置する。水ચ後、ൺॏ分（ൺॏ2.1に調したष化ѥԖ༹

ӷをՃ͑遠৺分）を行い、ු༡物をճ収し水ચする。水ચ後、ਣࢎॲཧを行い、ଓいてΞητリ

シスॲཧ（ແ水ਣ̕ࢎɿೱེ１ࢎの割߹のࠞࢎをՃ͑20分間౬ઝ）を行う。水ચ後、ᕓにάリη

リϯをణ下し保存用とする。ϓϨύϥーτ࡞成は、ᕓをదྔにرऍし、十分に፩した後ϚΠΫ

ϩϐϖοτでऔり、άリηリϯで෧ೖする。検ڸは、ϓϨύϥーτ全面を査し、その間に産出す

る全ての種ྨについてಉ定・ܭする。

　݁Ռはಉ定・ܭ݁Ռの一ཡදと花ค化石܈集のҐ分図としてࣔす。なお、ෳの種 （ྨ分

なものである。·た、木本・本をؚむ分ྨࠔをϋΠϑϯで݁んͩものは種ྨ間の区別が（܈ྨ

。については本花คとしてѻっている܈

２−２　大ܕ২物化石分ੳ

　ଯ積物ࢼྉ150DDを水にਁし、ཻ 別にܘྉをཻࢼ0.5ᶱのᝲを通して水ચする。水ચ後のᝲ内のܘ

シϟーϨにҠして、ཻܘの大きなࢼྉからॱに࣮؟ମݦඍڸ下で観し、ಉ定がՄな種࣮遺ମ

をϐϯηοτでந出し、࣮ମݦඍڸ下で観し、種ྨ（分ྨ܈）ಉ定を行う。

　ಉ定は、ݱੜඪ本౻下（1984）、石（1994）、֯（1994）、୩城（2007）、中山ほか（2010）、

ླ木ほか（2012）、উ山（2015）をߟࢀに࣮ࢪする。݁Ռは、෦Ґŋ状ଶ別のݸを一ཡද、産

出分ྨ܈の写真を図版としてࣔす。なお、種࣮以֎の分ੳᕓは、一ཡදの下෦に定ੑతなྔൺを

ϓϥスʮ�ʯでࣔす。分ੳ後の種࣮遺ମは、分ྨ܈別に༰器にೖれ、70ˋのΤλノーϧ༹ӷでӷ

ਁ保存する。

２−３　थ種ಉ定

　ੜࡐは、ంを用いて木ޱ（ԣ断面）、ຝ（์ࣹ断面）、൘（ઢ断面）の３断面についてె

खยを࡞製した。ยをΨϜ・Ϋϩϥーϧ（๊水Ϋϩϥーϧ、ΞϥビΞΰϜค、άリηリϯ、

ৠཹ水のࠞ߹ӷ）で෧ೖしてϓϨύϥーτとした。ϓϨύϥーτは、ੜ物ݦඍڸで木ࡐ組৫の種ྨ

ྻを観した。

　炭化ࡐは、ࣗવס૩さͤた後、３断面について割断面を࡞製し、Ξϧϛ߹ۚ製のࢼྉにΧーϘ

ϯςーϓでݻ定した。炭化ࡐのपғをथࢷでコーςΟϯάしてิڧした。査ݦࢠిܕඍڸ（真

空）で木ࡐ組৫の種ྨྻを観した。

別σーࣝࡐ所の日本産木ڀݚ߹ੜඪ本およͼಠ立行法ਓྛ૯ݱされた特をྉで観ࢼ֤　

λϕースとൺֱして種ྨ（分ྨ܈）をಉ定した。なお、木ࡐ組৫の名শ特は、ౡ地・ҏ東

（1982）、8IFFMFSଞ（1998）、3JDIUFSଞ（2006）をߟࢀにする。·た、日本産木ࡐの組৫ྻは、

ྛ（1991）ҏ東（19951996199719981999）をߟࢀにする。
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３．݁Ռ

３−１　花ค分ੳ

　花ค分ੳ݁Ռをද１、花ค化石܈集のҐ分を図２にࣔす。花ค化石の保存状ଶは、ѱ

く、花ค֎ບがյれているもの・ബくなっているものがଟかった。花ค化石܈集の構成ൺは、木本

花คが36�、本花คが24�、シμྨ๔26ࢠˋをࣔし、産出化石の11�はಉ定がෆՄなほど保存

状ଶのѱいものであった。

　木本花คでは、࣪地ס૩地などの૫ѱ地でもੜҭする、二ྛ࣍の代දతなथ種でもあるϚπ属

ෳҡଋѥ属がଟ産した。このほか、Ԋいなどの水分条݅のྑな所によくੜҭする、མ葉ߴ

木のΤノΩ属−ϜΫノΩ属、ΤΰノΩ属、ஆԹଳੑ常葉थྛ（いΘΏるর葉थྛ）の構成種

をؚむ常ߴ木のΞΧΨシѥ属、常木からѥߴ木のώサΧΩ属−サΧΩ属、Տ原െ࠾跡地

などの日たりのྑい所にੜ͑るམ葉ߴ木のΞΧϝΨシϫなどが特తに産出した。

　本花ค・シμྨ๔ࢠでは、࣪った所にもסいた所にもੜҭՄな中ੜ২物のΠωՊと、水

面をු༡するখܕのシμ২物であるΞΧΩΫサ属がଟ産した。このほか、水ੜ২物のΨϚ属、

ഓ種のιό属、ਓཬ২物のΦΦόコ属、木本・本をؚむ分ྨ܈であるόϥՊ、ΫϫՊ、ϚϝՊな

どが産出した。

３−２　大ܕ২物化石分ੳ

　ଯ積物およͼ調査時औ上ࢼྉのಉ定݁Ռをද２にࣔす。ଯ積物ࢼྉから産出した大ܕ২物化石

は、木本種࣮94ݸ、本種࣮45ݸ、ෆ໌種࣮２ݸの߹ݸ139ܭにಉ定された。発掘調査時にऔり

上͛られた種࣮は、木本種࣮16ݸにಉ定された。

　木本は全て葉थで、常葉थのΞΧΨシѥ属（ΞϥΧシؚむ）、常খߴ木·たは木のサ

ΧΩ、ώサΧΩ属、མ葉ߴ木のηϯμϯ、λϥノΩ、མ葉木のϑϢΠνΰྨ、ΩΠνΰ属、མ葉

ឌ本のϒド属が֬ೝされた。

　本は、࣪った所にもסいた所にもੜҭՄな中ੜ২物のΠωՊ（シόྨ ）、スή属、φσ

シコՊ"、φσシコՊ#、ΩδϜシϩྨ、ഓ種のΠωの、ϝϩϯྨ（ࡶϝϩϯܕ、ϚΫϫŋ

シϩリؚܕむ）のՄੑがあるഁยが֬ೝされた。

３−３　थ種ಉ定

　थ種ಉ定݁Ռをද３にࣔす。池003出土木ࡐは葉थ３分ྨ܈（コφϥ属ΞΧΨシѥ属、Ϋリ、

ΤΰノΩ属）とϚμέ属、泉002の炭化ࡐは葉थ１分ྨ܈（Ϛπ属ෳҡଋѥ属）と葉थ４分

のղֶ܈にಉ定された。֤分ྨ（コφϥ属コφϥઅ、ωδΩ、λΧノπϝ、スΠΧズϥ属）܈ྨ

త特を記す。

・Ϛπ属ෳҡଋѥ属 1JOVT TVCHFO. %JQMPYZMPO　ϚπՊ

　࣠方向組৫はԾಓと垂直थࢷಓで構成される。Ծಓのૣࡐ෦から൩ࡐ෦へのҠ行はٸ〜

؇かで、൩ࡐ෦の෯はい。垂直थࢷಓは൩ࡐ෦にೝめられる。์ ࣹ組৫は、Ծಓ、ॊࡉ๔、



−45−

✀㢮(ศ㢮⩌) Ꮫྡ㻔Taxon) 8ᒙୖ㒊

ᮌᮏⰼ⢊ Arboreal pollen
䝒䜺ᒓ Tsuga 4
䝬䝒ᒓ」⥔⟶᮰ளᒓ Pinus subgen. Diploxylon 44
䝬䝒ᒓ䠄ளᒓ明䠅 Pinus (Unknown) 3
䝁䜴䝲䝬䜻ᒓ Sciadopitys 1
䝇䜼ᒓ Cryptomeria 1
䜲䝏䜲⛉-䜲䝚䜺䝲⛉-䝠䝜䜻⛉ Taxaceae-Cephalotaxaceae-Cupressaceae 2
䝲䝬䝰䝰ᒓ Myrica 1
ク䝬シ䝕ᒓ-䜰䝃䝎ᒓ Carpinus-Ostrya 6
䜹䝞䝜䜻ᒓ Betula 2
䝝䞁䝜䜻ᒓ Alnus 4
䜲䝚ブ䝘 Fagus japonica 1
䝁䝘䝷ᒓ䝁䝘䝷ளᒓ Quercus subgen.Lepidobalanus 18
䝁䝘䝷ᒓ䜰䜹䜺シளᒓ Quercus subgen.Cyclobalanopsis 18
ク䝸ᒓ Castanea 2
䜶䝜䜻ᒓ-䝮ク䝜䜻ᒓ Celtis-Ahananthe 29
䜰䜹䝯䜺シ䝽ᒓ Mallotus 14
䝰䝏䝜䜻ᒓ Ilex 4
ブ䝗䜴ᒓ Vitis 4
䝒䝍ᒓ Parthenocissus 1
䝠䝃䜹䜻ᒓ-䝃䜹䜻ᒓ Eurya-Cleyera 16
䝒䝞䜻ᒓ Camellia 1
䜴䝁䜼⛉ Araliaceae 5
䜶䝂䝜䜻ᒓ Styrax 5
ク䝃䜼ᒓ Clerodendron 1
䜲䝪䝍䝜䜻ᒓ Ligustrum 9
䝇䜲䜹䝈䝷ᒓ Lonicera 1

ⲡᮏⰼ⢊ Nonarboreal pollen
䜺䝬ᒓ Typha 1
䜲䝛⛉ Gramineae 69
䜹䝲䝒䝸䜾䝃⛉ Cyperaceae 4
ク䝽⛉ Moraceae 12
䝍䝕ᒓ䝭䝏䝲䝘䜼⠇ Polygonum sect. Avicularia 1
䝋䝞ᒓ Fagopyrum 7
䜰䜹䝄⛉ Chenopodiaceae 1
䝠䝴⛉ Amaranthaceae 2
䜰ブ䝷䝘⛉ Cruciferae 8
䝞䝷⛉ Rosaceae 11
䝬䝯⛉ Leguminosae 2
䝉䝸⛉ Umbelliferae 2
䜸䜸䝞䝁ᒓ Plantago 1
䝶䝰䜼ᒓ Artemisia 5
䜻クள⛉ Caruduoideae 1
䝍䞁䝫䝫ள⛉ Cichorioideae 2

シ䝎㢮⬊Ꮚ Pteridophyta
䜰䜹䜴䜻ク䝃ᒓ Azolla 70
༢᮲ᆺ⬊Ꮚ Monolete spore 65
୕᮲ᆺ⬊Ꮚ Tri䡈ete spore 5

明ⰼ⢊ unknown
明ⰼ⢊ unknown 16
ྠᐃ⬟ⰼ⢊ poorly preserved pollen 60

ྜ ィ Total
ᮌᮏⰼ⢊ Arboreal pollen 197
ⲡᮏⰼ⢊ NonArborealpollen 129
シ䝎㢮⬊Ꮚ Pteridophyta 140
明ⰼ⢊ unknown 76
ྜィ Total 542

ࢶ
࢞
ᒓ

࣐
ࢶ
ᒓ
」
⥔
⟶
᮰
ள
ᒓ

20

࣐
ࢶ
ᒓ㸦

ள
ᒓ

᫂）

ࢥ
࢘
ࣖ
࣐
࢟
ᒓ

ە

ࢫ
ࢠ
ᒓ

ە


ࢳ

⛉-


ࢾ
࢞
ࣖ
⛉-

ࣄ
ࣀ
࢟
⛉

ࣖ
࣐
ࣔ
ࣔ
ᒓ

ە

ࢡ
࣐
ࢩ
ࢹ
ᒓ-


ࢧ
ࢲ
ᒓ

࢝
ࣂ
ࣀ
࢟
ᒓ

ࣁ
ࣥ
ࣀ
࢟
ᒓ


ࢾ
ࣈ
ࢼ

ە

ࢥ
ࢼ
ࣛ
ᒓ
ࢥ
ࢼ
ࣛ
ள
ᒓ

ࢥ
ࢼ
ࣛ
ᒓ

࢝
࢞
ࢩ
ள
ᒓ

ࢡ
ࣜ
ᒓ

࢚
ࣀ
࢟
ᒓ-

-

࣒
ࢡ
ࣀ
࢟
ᒓ


࢝
࣓
࢞
ࢩ
࣡
ᒓ

ࣔ
ࢳ
ࣀ
࢟
ᒓ

ࣈ
ࢻ
࢘
ᒓ

ࢶ
ࢱ
ᒓ

ە

ࣄ
ࢧ
࢝
࢟
ᒓ

ࢧ
࢝
࢟
ᒓ

ࢶ
ࣂ
࢟
ᒓ

࢘
ࢥ
ࢠ
⛉

࢚
ࢦ
ࣀ
࢟
ᒓ

ە

ࢡ
ࢧ
ࢠ
ᒓ

ە ە


࣎
ࢱ
ࣀ
࢟
ᒓ

ࢫ

࢝
ࢬ
ࣛ
ᒓ

࢞
࣐
ᒓ


ࢿ
⛉

࢝
ࣖ
ࢶ
ࣜ
ࢢ
ࢧ
⛉

ࢡ
࣡
⛉

ࢱ
ࢹ
ᒓ
࣑
ࢳ
ࣖ
ࢼ
ࢠ
⠇

ࢯ
ࣂ
ᒓ


࢝
ࢨ
⛉

ࣄ
ࣘ
⛉


ࣈ
ࣛ
ࢼ
⛉

ࣂ
ࣛ
⛉

࣐
࣓
⛉

ࢭ
ࣜ
⛉

࢜
࢜
ࣂ
ࢥ
ᒓ

ࣚ
ࣔ
ࢠ
ᒓ

࢟
ࢡ
ள
⛉

ࢱ
ࣥ
࣏
࣏
ள
⛉


࢝
࢘
࢟
ࢡ
ࢧ
ᒓ

10㸣

0 100㸣

ⲡᮏ花粉・ࢲࢩ㢮⬊Ꮚ 構ᡂẚ木ᮏ花粉

木
本
花
粉

草
本
花
粉

不
明
花
粉

同
定
不
能
花
粉

シ
ダ
類
胞
子

⏘ฟ⋡䛿䚸ᮌᮏⰼ⢊䛿ᮌᮏⰼ⢊⥲ᩘ䚸ⲡᮏⰼ⢊・シ䝎㢮⬊Ꮚ䛿⥲ᩘ䜢ᇶᩘ䛸䛧䛶ⓒศ⋡䛷⟬ฟ䚹䖃䕿䛿1㻑ᮍ‶䜢♧䛩䚹

ࠐ ࠐ ࠐ ࠐ ࠐ ࠐ ࠐ ࠐ ࠐ ࠐ ࠐ

表１．池 003 堆積物の花粉分析結果

図2．池003堆積物の花粉化石群集
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水平थࢷಓ、ΤϐηリϜࡉ๔で構成される。分นは૭状となる。์ࣹԾಓ内นにはࣃڒ状

のಥىがೝめられる。์ࣹ組৫は୯ྻ、１〜15ࡉ๔ߴ。

・コφϥ属コφϥઅ　2VFSDVT TVCHFO. TFDU. 1SJOVT　ϒφՊ

ܹٸのಓが３〜４ྻྻした後、ܘにൺֱత大（෦ࡐૣ）め࢝で、年ྠのࡐܘখ。ࡐ　

にܘをͣݮる。൩ࡐ෦ではখܘのಓがଟ集·ってՐԌ状にྻし、年ྠքに向かってܘをݮ

さͤる。ಓのઠ൘は୯ઠ൘、นはަޓ状となる。์ࣹ組৫はಉੑ、୯ྻ、１〜20ࡉ๔ߴの

ものと集߹〜ෳ߹์ࣹ組৫とがある。

・コφϥ属ΞΧΨシѥ属　2VFSDVT TVCHFO. $ZDMPCBMBOPQTJT　ϒφՊ

。状となるޓはަ൘、น൘は୯ઠಓは୯ಠで์ࣹ方向にྻする。ಓのઠ。ࡐࣹ์　

์ࣹ組৫はಉੑ、୯ྻ、１〜15ࡉ๔ߴのものとෳ߹์ࣹ組৫とがある。

・Ϋリ　$BTUBOFB DSFOBUB 4JFC. FU ;VDD.　ϒφՊΫリ属

じる。൩ݮをܘにܹٸのಓが３〜４ྻྻした後、ܕに大（෦ࡐૣ）め࢝年ྠの。ࡐ　

、状となる。์ࣹ組৫はಉੑޓはަ൘、น൘は୯ઠのಓが在する。ಓのઠܘ෦ではখࡐ

୯ྻ、１〜15ࡉ๔ߴ。

ศ㢮⩌ Ꮫྡ䠄Taxon) 㒊・≧ែ ሁ✚物
Ⓨ᥀ྲྀୖ

䛢'✀ᐇ
ഛ⪃

ᮌᮏ✀ᐇ

䜰䝷䜹シ Quercus glauca Thunb. ᯝᐇ ᙧ - 10

◚片 - 6

䜰䜹䜺シளᒓ Quercus subgen. Cyclobalanopsis Ẇᩯ ◚片 2 -

䝃䜹䜻 Cleyera japonica Thunb. ✀Ꮚ ᙧ 1 -

䝠䝃䜹䜻ᒓ Eurya ✀Ꮚ ᙧ 2 -

䝣䝴䜲䝏䝂㢮 cf. Rubus buergeri Miq. ᰾ ᙧ 4 -

◚片 2 -

䜻䜲䝏䝂ᒓ Rubus ᰾ ᙧ 78 -

◚片 1 -

䝉䞁䝎䞁 Melia azedarach L. ᰾ ᙧ 1 -

ブ䝗䜴ᒓ Vitis ✀Ꮚ ᙧ 1 -

䝍䝷䝜䜻 Aralia elata (Miq.) Seem. ᰾ ᙧ 2 -

ⲡᮏ✀ᐇ

䜲䝛 Oryza sativa ⢄(ᇶ㒊) ◚片 6 -

⢄ ◚片 10 -

䜲䝛⛉ Gramineae ᯝᐇ ◚片 1 - ⭡㠃

䝇䝀ᒓ Carex ᯝᐇ ᙧ 1 -

䝘䝕シ䝁⛉A Caryophyllaceae A ✀Ꮚ ᙧ 1 -

䝘䝕シ䝁⛉B Caryophyllaceae B ✀Ꮚ ᙧ 1 -

䜻䝆䝮シロ㢮 cf. Potentilla fragarioides L. var. major Maxim. ᰾ ᙧ 23 -

䝯ロ䞁㢮? Cucumis melo ? ✀Ꮚ? ◚片 2 -

明✀ᐇ Unknown ᙧ 1 -

◚片 1 -

ྜィ

ᮌᮏ✀ᐇ 94 16

ⲡᮏ✀ᐇ 45 0

明✀ᐇ 2 0

✀ᐇྜィ(明䜢㝖䛟) 139 16

ᮌᮦ ++ -

炭化ᮦ ++ -

ⴥ片 ++ -

⹊ⱏ㢮䛾ⱼ䡡ⴥ ++ -

᳜物片 + -

᪻㢮 + -

ᒾ片䡡土⢏㢮 + -

ศᯒ量 ᐜ✚(cc) 150 -

‵㔜(g) 194.4 -

表２．池 003 堆積物の大型植物化石分析結果
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　通常のΫリのࢬ・װとは൩ࡐ෦のಓྻが大きくҟなるが、そのଞの特からΫリと断し

た。ࢼྉとした木ยのણҡが೧れている状況が観できることから、ࠜ株にۙい෦ҐのՄੑがあ

る。

・ΤΰノΩ属　4UZSBY　ΤΰノΩՊ

さͤる。ಓݮをܘ在し、年ྠքに向かってࢄがෳ߹してݸಓは୯ಠ·たは２〜４。ࡐࢄ　

のઠ൘は֊ஈઠ൘、นはަޓ状となる。์ࣹ組৫はҟੑ、１〜４ࡉ๔෯、１〜30ࡉ๔ߴ。

・ωδΩ　-ZPOJB PWBMJGPMJB（8BMM.）%SVEF 4VCTQ. OF[JLJ )BSB　ππδՊωδΩ属

൘は֊ஈઠさͤる。ಓのઠݮをܘ在し、年ྠքに向かってࢄಓはほぼ୯ಠで。ࡐࢄ　

൘となる。์ࣹ組৫はҟੑ、１〜３ࡉ๔෯、１〜30ࡉ๔ߴ。

・λΧノπϝ　&WPEJPQBOBY JOOPWBOT（4JFC. FU ;VDD.）/BLBJ　コΪՊλΧノπϝ属

ܹٸ、のಓが１ྻ、ઢ方向に在してྻした後ܕに大（෦ࡐૣ）め࢝年ྠの。ࡐ　

にܘをݮじる。൩ࡐ෦ではখܘのಓが୯ಠ·たは２〜４ݸが์ࣹ方向、ࣼ方向にෳ߹してྻ

し、年ྠքに向かってܘをݮさͤる。ಓのઠ൘は୯ઠ൘、นはަޓ状となる。์ࣹ組৫

はҟੑ、１〜３ࡉ๔෯、１〜20ࡉ๔ߴ。

・スΠΧズϥ属　-POJDFSB　スΠΧズϥՊ

൘およͼ൘は୯ઠ在する。ಓのઠࢄがෳ߹してݸ̑〜のಓが୯ಠ·たは４ܘখ。ࡐࢄ　

֊ஈઠ൘、นはަޓ状となる。ಓ内นにはらͤんංްがೝめられる。์ࣹ組৫はҟੑ、１〜

。で୯ྻの組৫が主ମとなるߴ๔ࡉ๔෯、１〜20ࡉ３

・Ϛμέ属　(SBNJOFBF TVCGBN. #BNCVTPJEFBF

　原ੜ木෦のখܘのಓの左右に１ରの大ܕのಓがあり、その֎ଆに師෦ࡉ๔がある。これらを

ްนのણҡࡉ๔（ҡଋৌ）がғんでҡଋをܗ成する。ҡଋはॊ組৫中にࢄ在し、ෆ੪中৺柱

をなす。λέѥՊをղֶతに区別することはしいが、અのྏが二ॏになる特からϚμέ属に

ಉ定される。

㑇ᵓ ≧ែ ␒ྕ ᙧ≧ ᶞ✀(ศ㢮⩌䠅 Ꮫྡ䠄Taxon)

ヨᩱ1 ⰺᣢᮌ 䝁䝘䝷ᒓ䜰䜹䜺シளᒓ Quercus subgen. Cyclobalanopsis

ヨᩱ2 ⰺᣢᮦ 䜶䝂䝜䜻ᒓ Styrax

ヨᩱ3 ⰺᣢᮦ 䝁䝘䝷ᒓ䜰䜹䜺シளᒓ Quercus subgen. Cyclobalanopsis

ヨᩱ4 ᰿ᰴ ク䝸 Castanea crenata Sieb. et Zucc.

ヨᩱ5 ➉≧ 䝬䝎䜿ᒓ Gramineae subfam. Bambusoideae

௬1 ༙≧(┤ᚄ5䟚) 䝛䝆䜻 Lyonia ovalifolia (Wall.) Drude Subsp. neziki Hara

௬2 ༙≧(┤ᚄ5䟚) 䝛䝆䜻 Lyonia ovalifolia (Wall.) Drude Subsp. neziki Hara

௬3 䝭䜹䞁≧ 䝛䝆䜻 Lyonia ovalifolia (Wall.) Drude Subsp. neziki Hara

௬4 ⰺᣢᮦ 䝬䝒ᒓ」⥔⟶᮰ளᒓ Pinus subgen. Diploxylon

௬5 ༙≧(┤ᚄ4䟚) 䝍䜹䝜䝒䝯 Evodiopanax innovans (Sieb. et Zucc.)Nakai

௬6 ◚片 䝬䝒ᒓ」⥔⟶᮰ளᒓ Pinus subgen. Diploxylon

௬7 ⰺᣢᮌ(┤ᚄ1䟚) 䝇䜲䜹䝈䝷ᒓ Lonicera

௬8 ◚片 䝬䝒ᒓ」⥔⟶᮰ளᒓ Pinus subgen. Diploxylon

௬9 ⰺᣢᮌ(┤ᚄ3䟚) 䝁䝘䝷ᒓ䝁䝘䝷⠇ Quercus subgen. sect. Prinus

௬10 ◚片 䝁䝘䝷ᒓ䝁䝘䝷⠇ Quercus subgen. sect. Prinus

⏕ᮌ

Ἠ002

ᵓ⠏土

10ᒙ

炭化ᮦ

ụ003

8ᒙୖ㠃

表３．樹種同定結果
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ߟ．４

４−１　池003の২物化石からΈたݹ২ੜ

成したઔ状地にҐ置する。Տܗճの調査地はఱਆがࠓ　 （֯2004）の地ܗ分ྨ図にͮجくと、ߋ

৽ੈにܗ成されたઔ状地ଳ（ஈٰ面ᶗ）を։ੳする୩にҐ置する。本地とಉ༷に立地にある、本

調査地南方300Nの平安京右京一条三坊࢛町跡・御土居跡では、中ੈの遺構のج൫ଯ積物から出土

したϞΫϨϯ属木ࡐが36100ʶ200Z#1（41499�40718 DBM #1）の年代をࣔしている（ύリノ・

サーϰΣΠ株式会社2022）。池003は、࠭からなるՏଯ積物をਓҝతに掘削して構築された遺

構で、分ੳ調査を࣮ࢪした機期〜์置期にܗ成された༗機質ట（８）は、水Ҭでܗ成され

たことがਪ定される。このようなখԜ地ଯ積物の߹、൙ཞ原ଯ積物のような集水Ҭのൣғから

ӡൖଯ積したଯ積物にൺֱして、২物化石܈集がөする২ੜのൣғはڱく、ϩーΧϧな২ੜを

өしている߹がଟい。

　༗機質ట（８）から産出した花ค化石܈集と大ܕ২物化石܈集の分ྨ܈をൺֱすると、Պ以

下のϨϕϧでରԠする分ྨ܈と、ରԠしない分ྨ܈があることがೝࣝされる。このようなҟなる෦

Ґの২物化石܈集における産出分ྨ܈のࠩҟは、֤෦Ґのੜ産ྔ֦ࢄྗのҧい、ଯ積ຍの状況

ଯ積境にͮجくଯ積物にऔりࠐ·れる·でのաఔ、ଯ積後の保存状ଶといった、λϑΥノϛー

（化石܈集のܗ成աఔ）が関している。λϑΥノϛーを౿·͑た֤෦Ґの化石܈集のൺֱ検౼に

よって、২物のੜҭ地など、空間తな২ੜ෮ݩがՄとなる（௰ほか1984）。

　花ค化石・大ܕ২物化石において、Պ以下のϨϕϧでରԠする分ྨ܈として、ΞΧΨシѥ属花ค

とΞϥΧシՌ࣮・ΞΧΨシѥ属֪ే、ώサΧΩ属−サΧΩ属花คとサΧΩ種ࢠ・ώサΧΩ属種ࢠ、

コΪՊ花คとλϥノΩ֩、ϒド属花คとϒド属種ࢠ、ΠωՊ花คとΠωՊՌ࣮、ΧϠπリά

サՊ花คとスή属Ռ࣮、όϥՊ花คとϑϢΠνΰྨ・ΩΠνΰ属・ΩδϜシϩྨ֩がある。これら

の種ྨが池पғにੜҭしていたՄੑがある。花ค化石では産出しなかったが、木本ྨのηϯμ

ϯ、本ྨのφσシコՊ"・#も、花คੜ産ྔがগなく、花คのࢄがഔੑであることをྀߟす

ると、池पғにੜҭしていたՄੑが十分͑ߟられる。·た、ଟ産したシμྨ๔ࢠのΞΧΩΫサ

属は池内にੜҭしていたՄੑがߴい。なお、大ܕ২物化石でのΈ産出したഓ種のΠω・ϝϩ

ϯ 。いߴᕥのՄੑがは、֘期にར用された২物（むؚܕϚΫϫŋシϩリ、ܕϝϩϯࡶྨ）

　一方、大ܕ২物化石では産出しなかったが、花ค化石でのΈ産出した、葉थのϚπ属（ෳҡ

ଋѥ属をؚむ）、πΨ属、ΠνΠՊ−ΠψΨϠՊ−ώノΩՊ、葉थのΫϚシσ属−Ξサμ属、ϋ

ϯノΩ属、コφϥѥ属、Ϋリ属、ΤノΩ属−ϜΫノΩ属、ΞΧϝΨシϫ属、ϞνノΩ属、ΤΰノΩ

属、ΠϘλノΩ属などは、池पғかられた所に分していたՄੑがある。特に花คੜ産ྔ

がଟく、෩ഔੑのϚπ属はよりれた所の২ੜを構成していたことがਪ定される。·た、本花

คのΨϚ属、ΞΧβՊ、ΦΦόコ属、ϤϞΪ属、ഓ種のιό属なども池पғかられた所にੜ

ҭしていたとΈられるが、本花คは木本花คにൺֱして֦ࢄྗがいことから、池ۙลに分

していたものがؚ·れているՄੑもある。

　以上の検౼݁Ռから、池003機期〜์置期の২ੜをਪ定すると、池内にはු༡シμ২物のΞΧ
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ΩΫサ属がੜҭし、ΨϚ属スή属などがपғにੜҭしていたՄੑがߴい。·た、池पғに

は、ώサΧΩ属、サΧΩ、ΞϥΧシなどの常葉थ、མ葉ߴ木のηϯμϯ、λϥノΩなどが分

していたとΈられる。池かられた所には、Ϛπ属コφϥѥ属などの二ྛ࣍が成立していたと

Έられる。·た、୩Ԋいなどの水分条݅のྑい所には、ΫϚシσ属−Ξサμ属、ϋϯノΩ属、Τ

ノΩ属−ϜΫノΩ属、ΤΰノΩ属などが分していたとΈられる。െ࠾跡地などの日たりのྑい

所にੜҭするΞΧϝΨシϫ属、࿏ࡶであるΦΦόコ属、ഓ種のιό属の産出、২物化石

、২物化石がগないことから、֘期の২ੜはܕがগなく、本২物༝དྷの大܈集の産出分ྨ܈

ਓҝత২ੜ֧ཚのӨڹをڧくडけた২ੜで、池पғにᓔとしたྛ分の存在は͑ߟにくく、ൺֱత

։けた所であったことがਪ定される。なお、常葉थの種ྨは、ஆԹଳੑ常葉थ （ྛいΘ

Ώるর葉थྛ構成ཁૉ）であるが、ΞϥΧシは๖ժྗがߴく、サΧΩ、ώサΧΩ属もর葉二ྛ࣍

などの二ྛ࣍にී通にੜҭする種ྨであることから、時も二ྛ࣍としてੜҭしていたՄੑが

。いߴ

ย、ιό属花ࢠの種（むؚܕϚΫϫŋシϩリ、ܕϝϩϯࡶ）ഓ種は、Πωの、ϝϩϯྨ　

คが産出した。これらの種ྨは時の༗用২物であったとਪ定される。Πω、ϝϩϯྨはपลで

ഓされたものではなく、ਓ間によりغされるなど、Կらかのաఔで池内にऔりࠐ·れたものとਪ

定される。·た、ιό属はഓ地よりれると花ค産出が著しく下すること（中村1984）か

ら、であってもपลでのഓをྀߟするඞཁがある。

　༗機質ట（８）上面から出土した、ਓҝతにغされた木ࡐは、ΞΧΨシѥ属、ΤΰノΩ属、

Ϋリ、Ϛμέ属の４分ྨ܈にಉ定された。これらの種ྨのうち、ΞΧΨシѥ属・ΤΰノΩ属は上記

したように８ܗ成期にपลに存在したथ木であり、二ྛ࣍にී通にੜҭするམ葉ߴ木のΫリも

大ܕ২物化石で֬ೝされていないものの、花ค化石で֬ೝされていることから、पลに分してい

たՄੑが十分͑ߟられる。したがって、池003の埋立にい、पลにੜҭしていたथ木がെ࠾さ

れ、埋立時に池内にغされたՄੑが͑ߟられる。Ϛμέ属は割状のܗଶを༗することから、

時ࢼྉされたものがغされたՄੑと、पลにϚμέ属のྛ分（ྛ）が存在したՄੑの

方が͑ߟられる。

４−２　泉002構築土中の炭化物の炭化ࡐについて

　泉002はࣨ町時代前半以߱、ࣨ町期·での間の時期に機していたと͑ߟられる遺構である。構

築土中には、༙水のᖤաのために炭化物をڬ在さͤているՄੑが͑ߟられている。炭化物中

の炭ยは、いͣれも̑ᶱ֯ະຬのখഁยである。ܗ状をΈると、ਊؙ࣋木、ϛΧϯ割状、半割状

。られる͑ߟ木に༝དྷするとܘ１ᶲ以内のখܘ状ෆ໌のഁยで構成されており、いͣれも直ܗ

　これらഁยからந出した10の炭化ࡐยは、葉थのϚπ属ෳҡଋѥ属、葉थのコφϥઅ、

ωδΩ、λΧノπϝ、スΠΧズϥ属の̑分ྨ܈にಉ定された。গなくとも̑種ྨの木ࡐがར用され

ていることになる。֤種ྨのੜଶੑ・ࡐ質をΈると、葉थのϚπ属ෳҡଋѥ属は上記したよう

に࣪地ס૩地などの૫ѱ地でもੜҭする、二ྛ࣍の代දతなथ種でもあり、木ࡐはܰೈでڧ度と
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保存ੑがൺֱతߴいࡐ質を༗する。葉थのコφϥઅは二ྛ࣍にੜҭするམ葉ߴ木であり、木ࡐ

はॏߗでڧ度がߴいࡐ質を༗する。ωδΩはΞΧϚπ二ྛ࣍などのൺֱత日たりのྑい所に

ੜҭするམ葉木〜খߴ木であり、木ࡐはॏްでڧ度がߴいࡐ質を༗する。λΧノπϝは山にੜ

ҭするམ葉খߴ木〜ߴ木であり、木ࡐはܰೈな෦ྨにೖる。スΠΧズϥ属は山にੜҭする常あ

るいはམ葉の木·たはつる২物である。ར用されることがほとんどແいため、木ࡐのࡐ質に関す

るࢿྉがແく、ৄࡉはෆ໌である。以上のことから、ར用されているथ種はほとんどが二ྛ࣍ཁૉ

であることがೝࣝされる。炭化ࡐがいͣれもখܘ木に༝དྷすることから、पลに存在した二ྛ࣍な

どから、খࢬなどを࠾औしར用していることがਪ定される。
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図版１　花粉化石
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　図版２　池003の種実遺体



−53−

　図版３　木材（１）

2a 2b 2c

1a 1c1b

�ளᒓ(池003ࢩ࢞࢝ᒓࣛࢼࢥ.1ヨᩱ1)　

3c3b3a

a�木ཱྀ�b�ᰟ┠�c�ᯈ┠　࣮ࣝࢣࢫ㸸0.1ੈ

a�木ཱྀ�b�ᰟ┠�c�ᯈ┠　࣮ࣝࢣࢫ㸸0.1ੈ

a�木ཱྀ�b�ᰟ┠�c�ᯈ┠　࣮ࣝࢣࢫ㸸0.1ੈ

�池003)ࣜࢡ.2ヨᩱ�)　

�ᒓ(池003࢟ࣀࢦ࢚.3ヨᩱ2)　
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　図版４　木材（２）・炭化材（１）

a�⠇のእほ�b�ᶓ断面の⤌⧊࣮ࣝࢣࢫ㸸�a㸸5ੈ、�b㸸0.1ੈ

�a �b

5a 5b 5c

6c6b6a
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�⠇(泉002ࣛࢼࢥᒓࣛࢼࢥ.6௬�)　

木材

炭化材
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　図版５　炭化材（２）

9c9b9a

8a 8b 8c

7a 7c7b

各写真のスケールは0.1㎜

7.ネジキ(泉002;仮1)

8.タカノツメ(泉002;仮5)

9.スイカズラ属(泉002;仮7)

a:木口,b:柾目,c:板目　スケール：0.1㎜

a:木口,b:柾目,c:板目　スケール：0.1㎜

a:木口,b:柾目,c:板目　スケール：0.1㎜
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構

１．遺構検出後　調査区全景（南から）

２．調査地遠景（調査地上空より北方　左大文字山を臨む）
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構

１．遺構完掘後　調査区全景（南から）

２．遺構完掘後　調査区全景　垂直写真（上が北）
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１．池003　敷葉工法検出状況（南から）

２．池003　埋土除去後（北から） 
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１．池003完掘状況、泉002埋甕据付穴検出状況（北から）

２．泉002　埋甕据付穴検出状況（南から）
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１．泉002　埋甕据付穴　南北断割後（西から）

２．泉002完掘状況、井戸017石組検出状況（南から）
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１．井戸017　井戸枠内掘削後（西から）

２．井戸017西半　井戸掘方掘削後（西から）
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１．井戸017　出土遺物

２．土坑001・011、溝014　出土遺物
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所収遺跡名 所　在　地 コード 北緯 東経 調査期間 調査面
積 調査原因市町村 遺跡番号

平
へいあんきょううきょういちじょう

安 京 右 京 一 条

二
にぼうじゅうごちょうあと

坊十五町跡・

御
お ど い あ と

土居跡

京
きょうとしなかぎょうく

都市中京区

西
にしのきょうなかほちょう

ノ京中保町

２
２ ば ん

番・３
３ ば ん

番・

４
４ ば ん

番

26100
１
149

35度
01分

16.8秒

135度
43分

48.4秒

2023年
６月12日

〜
2023年

７月13日

142.4㎡ 店舗建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京右京一条
二坊十五町跡・

御土居跡

都城跡
土塁跡

南北朝期〜
安土・桃山時代

井戸
泉
池

柱穴
土坑
溝

土塁

土師器
瓦質土器
陶磁器
石製品

南北朝期から御土居構
築以前の泉・池・井戸、
御土居土塁を検出した。
泉は特殊な構造をしてお
り、既存の井戸を埋め立
て、その直上に木炭敷と
常滑産の大甕を用いた浄
水装置を設けていた。
これらの遺構は、鎌倉時
代後半に成立した律宗
泉涌寺流の東向観音寺
に属する寺院である寿
命院の境内に付随する
ものと想定される。御土
居構築時に埋め立てら
れ、その上に土塁が築造
された。
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